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○仮設団地「みんなの家」再利用②
○住民票などコンビニ交付へ…③

主な内容 ○嘉島中生ら全国最高賞に輝く④
○町「食育」イベント多彩に展開⑤
○西小「人権の花」風船飛ばし⑤
○町子ども議会の質疑詳報⑥～⑦
○ジョイフルスポーツに歓声⑧～⑨

○文化祭…ステージ、展示も⑩～⑪
○特集ピックアップこの１年⑫～⑬
○嘉島町職員採用試験…………⑮
○お知らせ情報館…………⑯～㉑
○税の納期限を守りましょう…㉕

「○○」へ
　
写
真
右
の
組
み
写
真
２
枚
は
嘉
島
西
小
「
人

権
の
花
」
運
動
花
の
種
の
風
船
飛
ば
し
。
大
空

へ
。
続
け
て
時
計
回
り
に
▽
嘉
島
中
の
生
徒
た

ち
は
町
議
場
で
町
政
へ
の
質
問
を
町
執
行
部
へ

▽
上
・
下
益
城
郡
合
同
公
売
会
の
売
上
は
各
町

へ
、
そ
し
て
▽
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
町
内
駅

伝
Ｖ
狙
い
の
た
す
き
は
次
の
ラ
ン
ナ
ー
へ
。



具
専
門
店
な
ど
商
業
施
設
も
12
月

初
旬
に
相
次
ぎ
オ
ー
プ
ン
。

　

●
住
民
票
お
よ
び
印
鑑
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

【
元
年
度
一
般
会
計
の
主
な
補
正

予
算
】

　

○
木
造
仮
設
住
宅
再
建
継
続
利

用
支
援
事
業　
　

１
５
０
０
万
円

　

○
嘉
島
東
部
台
地
土
地
区
画
整

理
事
業　
　

１
億
６
９
０
０
万
円

　

○
熊
本
地
震
農
業
施
設
災
害
復

旧
事
業
費　

３
３
５
６
万
１
千
円

な
ど
詳
し
く
は
次
号
「
広
報
か
し

ま
」
新
春
１
月
号
で
お
伝
え
し
ま

す
。

【
町
政
報
告
の
概
要
】

　

●
震
災
関
連　

仮
設
住
宅
団
地

の
集
約
・
廃
止
に
伴
い
、
団
地

内
「
み
ん
な
の
家
」
は
解
体
の
上
、

嘉
島
東
小
の
放
課
後
学
童
施
設
と

し
て
再
利
用
。

　

●
芝
原
土
地
区
画
整
理　

開
発

宅
地
は
全
区
画
の
販
売
が
完
了
し
、

進
出
す
る
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
文

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
同
意

し
ま
し
た
。

　

元
年
度
一
般
会
計
は
２
億
６
２

２
５
万
７
千
円
の
追
加
補
正
で
、

総
額
が
60
億
６
９
６
１
万
９
千
円

に
な
り
ま
し
た
。
以
下
、
概
要
を

列
記
し
た
荒
木
町
長
の
町
政
報
告

　

嘉
島
町
議
会
の
令
和
元
年
第
４

回
定
例
会
が
12
月
６
～
９
日
の
４

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
や
教
育
長

に
髙
野
隆
氏
を
再
任
す
る
人
事
案

な
ど
上
程
28
議
案
（
条
例
16
、
予

算
６
、
人
事
１
、
そ
の
他
５
）
を

が
10
月
31
日
、
都
内
の
首
相
官
邸

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

台
風
や
大
雨
に
よ
る
被
害
が
相

次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
荒
木
町

長
ら
地
方
側
は
「
被
災
者
が
生
活

を
再
建
で
き
る
対
策
を
講
じ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
補
正
予
算
で
の

財
源
確
保
を
要
請
。
安
倍
首
相
は

「
自
治
体
と
連
携
し
、
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
に
全
力
を
尽
く
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

地
方
側
は
台
風
19
号
で
河
川
の

氾
濫
が
続
発
し
た
た
め
、
堤
防
強

化
な
ど
治
水
対
策
の
重
要
性
を
改

め
て
強
調
。
住
民
の
早
期
避
難
へ

向
け
て
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
増
設
、

的
確
に
災
害
を
予
測
す
る
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
求
め
ま
し
た
。

首
相
や
関
係
閣
僚
ら
が
意
見
交
換

す
る
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」

　

全
国
町
村
会
長
の
荒
木
町
長
は

じ
め
地
方
６
団
体
の
代
表
と
安
倍

り
、
全
国
町
村
会
長
の
荒
木
町
長

ら
地
方
３
団
体
の
会
長
が
10
月
31

日
、
内
閣
府
で
衛
藤
昂
一
少
子
化

対
策
担
当
相
ら
担
当
大
臣
と
協
議

し
、
保
育
人
材
の
確
保
や
認
可
外

施
設
の
質
の
向
上
を
要
望
し
ま
し

た
＝
写
真
右
端
が
荒
木
町
長
。

　

荒
木
町
長
は
無
償
化
で
保
育

ニ
ー
ズ
が
増
え
た
た
め
、
こ
れ
ま

で
い
な
か
っ
た
地
域
で
も
「
待
機

児
童
が
出
て
い
る
と
い
う
声
が
聞

か
れ
る
」
と
実
情
を
報
告
。
記
者

団
の
取
材
に
応
じ
、「
待
機
児
童

の
解
消
や
保
育
士
不
足
の
問
題
へ

の
取
り
組
み
を
求
め
て
い
く
」
方

針
も
示
し
ま
し
た
。

　

同
担
当
相
と
共
に
、
地
方
側
と

の
協
議
に
参
画
し
た
の
は
、
加
藤

勝
信
厚
生
労
働
相
と
荻
生
田
光
一

文
部
科
学
相
で
す
。

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

（
今
年
10
月
ス
タ
ー
ト
）
を
巡

　嘉島町の令和元年度功労者表彰式＝写真＝
が 11 月３日、町役場で行われ、10 年以上に
わたって町政に貢献された特別職５氏の功績
をたたえました。
　荒木町長は「皆さんは町の発展のためにそ
れぞれの分野で活躍、貢献。心からお礼を申
し上げます」と感謝の言葉を述べ、一人ひと
りに表彰状と記念品を贈りました。被表彰者
は次の通りです（敬称略）。

▽中山忍＝嘱託員、農業委員会委員など ▽森
田義雄＝体育指導員、町議会議員（現）など

▽柴田恒美＝放課後児童育成事業運営委員会
委員（現）、子ども・子育て会議委員（現）

▽辛嶋眞如＝園医、幼稚園医（現） ▽川野伸
一＝交通指導員（現）、町議会議員（現）など

町長表明

仮
設
「
み
ん
な
の
家
」 

  
東
小
学
童
施
設
等
に
活
用

国
と
地
方

協
議
の
場

荒
木
町
長
ら
治
水
求
め
る

幼
児
教
育
無
償
化

荒
木
町
長
が 

実
情
を
報
告

特別職５氏たたえる
嘉島町　功労者表彰式
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２
０
０
人
余
り
に
上
っ
た
来
場
者

ら
は
思
い
思
い
に
品
定
め
。

　

町
の
集
計
に
よ
り
ま
す
と
、
今

回
の
公
売
物
品
２
３
１
点
（
最
低

見
積
額
合
計
46
万
８
２
２
０
円
）

の
う
ち
、
２
０
９
点
が
総
額
１
３

５
万
１
５
２
４
円
で
落
札
さ
れ
、

各
町
の
滞
納
税
に
充
当
さ
れ
ま
し

た
。
ち
な
み
に
ト
ラ
ク
タ
ー
の
落

札
価
格
は
90
万
円
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、
町
税
な
ど
の
滞
納
者

か
ら
差
し
押
さ
え
た
家
電
や
家
具
、

日
用
品
な
ど
の
物
品
合
わ
せ
て
２

３
１
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
入

札
（
一
部
は
競
り
）
最
低
見
積
価

格
は
封
筒
の
二
十
円
か
ら
ト
ラ
ク

タ
ー
の
30
万
円
ま
で
多
岐
に
渡
り
、

　

嘉
島
町
民
体
育
館
で
10
月
27
日
、

上
益
城
郡
と
下
益
城
郡
（
美
里

町
）
の
合
同
公
売
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
９
年
前
か
ら
年
１
回
、
両

郡
６
町
持
ち
回
り
で
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
熊
本
地
震
の
影
響
で
、

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ず
れ
も
１
通
３
０
０
円
（
役
場
窓
口
と
同
額
）

で
す
。
交
付
時
間
は
午
前
６
時
半
～
午
後
11
時
。

た
だ
し
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３

日
）
と
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
間
（
不
定

期
）
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
、
利
用
者
用
電
子
証
明

の
た
め
暗
証
番
号
（
４
桁
の
数
字
）
が
求
め
ら

れ
ま
す
。「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
や
「
通

知
カ
ー
ド
」
は
使
え
ま
せ
ん
。
な
お
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
に
は
申
請
か
ら
約
１
カ

月
か
か
り
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
場
合
、
早
め

に
申
請
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課
戸
籍
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４
ま
で

　

嘉
島
町
は
年
明
け
１
月
15
日
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
）
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
す
。
役
場
ま
で
出
向
か
な
く
て
も
、

最
寄
り
の
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
な
ど
が
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
は
、
町
内
は
じ
め
全

国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
の
う
ち
店
内
に
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機

が
設
置
さ
れ
て
い
る
店
舗
で
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
対
象
と
な
る
証
明
書
は
、

住
民
票
の
写
し
（
除
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
住

民
票
コ
ー
ド
付
き
は
除
く
）
と
印
鑑
登
録
証
明

書
（
登
録
者
本
人
の
も
の
）
で
、
手
数
料
は
い

イ
オ
ン
熊
本
店
で
行
わ
れ
た 

「
か
し
ま
広
域
農
場
」
の 

町
特
産
大
豆
の
豆
腐
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

と
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

◇
「
男
女
共
同
参
画
っ
て
？
」

テ
ー
マ
に　

嘉
島
町
男
女
共
同
参

画
社
会
推
進
懇
話
会
の
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
が
10
月
19
日
、
町
民
会
館
で

開
か
れ
、
町
内
各
地
区
か
ら
約
70

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

起
業
や
人
材
育
成
の
サ
ポ
ー
ト
、

企
業
の
各
種
研
修
な
ど
手
掛
け

る
「
株
式
会
社
き
ら
り
．
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
」（
熊
本
市
）
の
塚

本
薫
代
表
が
「
男
女
共
同
参
画
っ

て
？
」
と
題
し
て
講
演
。
国
の
人

口
動
態
や
県
内
の
雇
用
情
勢
な
ど

を
踏
ま
え
、
社
会
の
持
続
可
能
な

発
展
の
た
め
に
は
家
庭
・
職
場
・

地
域
に
お
い
て
男
女
共
に
活
躍
で

き
る
環
境
づ
く
り
や
世
代
間
の
違

い
を
認
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
訴
え
ま
し
た
。

「
ふ
く
ゆ
た
か
」
を
使
っ
た
豆
腐

の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　
「
か
し
ま
広
域
農
場
」（
工
藤
健

一
組
合
長
）
が
年
１
回
、
町
内
で

生
産
さ
れ
た
大
豆
「
ふ
く
ゆ
た

か
」
百
％
の
豆
腐
の
消
費
拡
大
に

一
役
買
お
う
と
実
施
、
今
回
で
３

回
目
。
工
藤
組
合
長
は
じ
め
広
域

農
場
の
関
係
者
ら
は
味
自
慢
の
豆

腐
を
「
ま
ず
は
食
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
と
買
い
物
客
に
試
食

を
呼
び
掛
け
て
Ｐ
Ｒ
。

　

広
域
農
場
は
、
製
造
・
販
売
に

当
た
る
マ
ル
キ
ン
食
品
（
熊
本

市
）
に
５
年
前
か
ら
特
産
大
豆
を

出
荷
。「
ふ
く
ゆ
た
か
」
を
使
っ

た
豆
腐
は
年
間
通
し
て
販
売
さ
れ
、

昨
年
は
約
75
万
食
売
り
上
げ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
工
藤
組
合
長
は

「
嘉
島
が
お
い
し
い
大
豆
の
産
地

　

◇
「
ふ
く
ゆ
た
か
」
豆
腐
い
か

が　

嘉
島
町
上
島
の
イ
オ
ン
熊
本

店
で
10
月
27
日
、
町
特
産
の
大
豆

嘉
島
町
サ
ー
ビ
ス
開
始

住民票 印鑑証明 来年１月 15 日からコンビニ交付

上
・
下
益
城
郡
合
同
公
売
会

落
札
総
額
135
万
円
超
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校
長
に
伴
わ
れ
、
町
役
場
に
荒
木

町
長
を
表
敬
。
調
理
審
査
の
味
付

け
や
盛
り
付
け
な
ど
で
は
家
庭
科

担
当
の
奥
田
恭
隆
教
諭
や
お
母
さ

ん
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
改
良
を

重
ね
た
こ
と
な
ど
受
賞
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

食
感
や
添
え
野
菜
の
彩
り
ま
で
心

配
り
。
大
好
き
な
ク
ラ
ス
担
任
の

福
島
亜
矢
教
諭
が
陸
上
部
顧
問
を

務
め
る
な
ど
何
か
と
忙
し
そ
う
な

こ
と
か
ら
「
先
生
に
元
気
を
出
し

て
も
ら
お
う
と
知
恵
を
絞
っ
た
」

と
受
賞
ト
リ
オ
の
面
々
。

　

３
人
は
11
月
15
日
、
作
田
潤
一

と
、
同
27
日
に
行
わ
れ
た
調
理

（
実
技
）
審
査
の
総
合
成
績
を
発

表
す
る
表
彰
式
が
開
か
れ
、
晴
れ

の
受
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

３
人
の
レ
シ
ピ
は
、
良
質
な
タ

ン
パ
ク
質
た
っ
ぷ
り
の
町
特
産
の

大
豆
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ハ
ン

バ
ー
グ
を
メ
ー
ン
に
、
雑
穀
米
の

リ
オ
。
今
回
の
テ
ー
マ
「
が
ん
ば

る
人
の
チ
カ
ラ
に
な
る
ご
は
ん
」

に
沿
い
、
大
豆
ハ
ン
バ
ー
グ
の
レ

シ
ピ
「
大
豆
ｄ
ｅ
ロ
コ
モ
コ
」
を

考
案
。
全
国
７
９
３
２
点
に
上
っ

た
応
募
作
の
書
類
審
査
で
、
中
学

生
、
高
校
生
の
両
部
門
の
上
位
各

６
点
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
。

　

11
月
10
日
、
ネ
ッ
ト
上
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
人
気
投
票
（
10
月
１
～
25
日
）

　

嘉
島
中
の
女
子
生
徒
た
ち
が
町

特
産
の
大
豆
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
で
、

国
内
き
っ
て
の
中
高
生
向
け
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
第

８
回
ジ
ュ
ニ
ア
料
理
選
手
権
「
中

学
生
部
門
」
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
見

事
に
射
止
め
ま
し
た
。

　

最
高
賞
に
輝
い
た
の
は
同
中
３

年
の
林
凜
和
さ
ん
、
川
上
紗
佳
さ

ん
、
杉
本
惺
菜
さ
ん
の
同
級
生
ト

丁
を
手
に
し
、
少
し
ず
つ
慣
れ
る

と
、
調
理
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子

で
し
た
。

　

指
導
に
当
た
っ
た
同
推
進
員
ら

は
「
食
べ
物
の
味
や
料
理
の
仕
方

と
い
っ
た
食
育
を
通
し
、
命
を
感

じ
る
力
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

町
食
生
活
改
善
推
進
員
９
人
が

指
導
。「
タ
マ
ネ
ギ
を
み
じ
ん
切

り
す
る
の
が
難
し
い
」
な
ど
と
話

し
て
い
た
児
童
た
ち
で
す
が
、
包

　

嘉
島
東
小
で
11
月
19
日
、
親
子

で
学
ぶ
食
育
教
室
が
開
か
れ
、
５

年
生
21
人
と
保
護
者
ら
13
人
が
サ

バ
の
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
、
ベ
ー
コ
ン

と
レ
タ
ス
の
ス
ー
プ
作
り
に
挑
戦

　嘉島町上六嘉の町ふれあいセンター「イース
ト」に 10 月 21 日、子どもたちや地域住民に食
事を提供する一日限りの出張子ども食堂がお目
見えしました。
　上島の飲食店で月２回、開いている「子ど
も・地域食堂だんだん食堂」代表の穴井智子さ
んが「住民交流の場を広げられないか」と東小
校区への〝出店〟に試験的にチャレンジ。カ
レーライスや地元の野菜を使った手料理で、子
育て家庭など事前予約を受け付けた 50 食を振
る舞いました。
　利用した住民は「子どもたちが喜んで食べる
し、交流も生まれるのでありがたい」と喜んで
いました。

町ふれあいセンター「イースト」に一日限定で 
お目見えした子ども食堂

子ども食堂 出張開店
町「イースト」に

大
豆
パ
ワ
ー

全
国
最
高
賞

嘉島中３年生トリオ
杉本さん　川上さん　林さん

第８回ジュニア料理選手権「中学生部門」

親
子
で
楽
し
く
学
ぶ
嘉
島
東
小

食
育
教
室
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状
に
関
す
る
講
演
も
あ
り
ま
し
た
。

　

締
め
く
く
り
は
11
月
３
日
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開
か
れ
た
味

覚
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
荒
木
町
長
が
食

育
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
を
呼
び

掛
け
る
中
、
人
気
の
料
理
研
究
家

コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん
と
藤
野
さ
ん

の
特
別
講
演
、
五
つ
の
味
当
て
に

挑
む
体
験
な
ど
買
い
物
客
ら
の
関

心
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
昨
春
、
発

足
。
町
内
外
の
関
係
団
体
と
協
力

し
て
「
食
か
ら
楽
し
く
お
い
し
く

健
康
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
嘉
島
な
ら

で
は
の
健
康
づ
く
り
事
業
を
展
開
。

味
覚
の
授
業
は
フ
ラ
ン
ス
の
「
味
覚

の
１
週
間
」
に
倣
い
、
児
童
た
ち

に
食
へ
の
正
し
い
理
解
を
深
め
、
将

来
の
健
康
増
進
の一
助
に
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、

食
べ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
問

い
掛
け
ま
し
た
。

　

西
小
で
も
同
30
日
、
五
つ
の
味
覚

を
テ
ー
マ
に
長
崎
出
身
の
「
フ
ー
ド

ス
タ
イ
リ
ス
ト
」
マ
ロ
ン
さ
ん
、
イ
タ

リ
ア
料
理
店
（
福
岡
市
）
オ
ー
ナ
ー

シ
ェフ
白
木
浩
さ
ん
が
４
年
生
の
２

ク
ラ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
授
業
を
展
開
。

　

今
回
は
新
た
に
「
知
っ
得
嘉

島
」
と
銘
打
っ
た
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
講
座
（
同
24
日
・
町
民
会
館
）

も
＝
写
真
。
食
育
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
町
食
生
活
改
善
推
進
員
や
食
に

関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
藤
野

さ
ん
が
地
産
地
消
を
心
掛
け
、
ひ

と
手
間
掛
け
て
食
品
ロ
ス
を
減
ら

す
食
材
保
存
な
ど
の
〝
ワ
ザ
〟
を

伝
授
し
た
ほ
か
、
福
岡
女
子
大
の

梅
木
陽
子
講
師
に
よ
る
食
育
の
現

　

町
敬
老
会
の
食
と
健
康
の
特
別

講
演
に
始
ま
り
、
10
月
23
日
に
は

嘉
島
東
小
「
味
覚
の
授
業
」。
昨

秋
に
続
き
、
欧
米
仕
込
み
の
菓
子

づ
く
り
で
知
ら
れ
る
料
理
研
究
家

の
藤
野
真
紀
子
さ
ん
が
４
年
生
の

教
壇
に
立
ち
、
甘
味
や
塩
味
、
苦

味
、
酸
味
、
う
ま
味
の
五
つ
の
味

　嘉島西小「人権の花」運動を締めく
くる花の種風船飛ばし式が 11 月８日、
行われました。
　今夏、校庭の花壇で栽培に取り組ん
だヒマワリやマリーゴールド、ヒャクニ
チソウなどから採取した花の種を入れ
た袋に、児童たちは「花を大事に育て
ました」「いろいろな色の花があります」
など思い思いにメッセージを添え書き。
　全校児童はグラウンドに出ると、花
の種の袋を結び付けた赤、青、黄色な
ど色とりどりの風船を、上級生のリー
ドで抜けるような秋空に放ち、歓声を
上げていました。
　熊本法務局と熊本人権擁護委員協議
会上益城部会では花々をみんなで協力
して栽培することを通し、思いやりの
心を養い、命の大切さについて考えて
もらう運動を展開。毎年、上益城郡５
町の小学校を巡回しており、町内では
東小で５年前に、西小では 13 年ぶり
の取り組みとなりました。

　嘉島幼稚園が年間を通して取り組む
「食…コメづくり」のカリキュラムを
締めくくる稲刈り、脱穀作業が行われ
ました＝写真。
　園児たちは農家から借り受けた近く
の田んぼで７月に田植え、実りの秋を
迎えた 10 月 21 日に稲刈りを体験。刈
り取った稲穂は掛け干しされて 28 日、
同園で足踏み脱穀機と千歯こきに。園
児たちは代わる代わるチャレンジし、
面白いように脱穀できる様に歓声も。
精米されたおコメは 11 月 13 日、保育
参観の祖父母とのおにぎりパーティー
で振る舞われました。
　一方、町農村女性グループの河原君
代代表が地域間交流の一環で熊本市の
保育園などの園児たちを招いた稲刈り
体験会も 10 月 23、29 の両日、井寺の
田んぼで開かれました。

　嘉島健康ネットワーク（会長・荒木町長）は今秋、地
域を挙げて取り組む「食育」推進の多彩なイベントを
繰り広げました。＝上の顔写真は左から藤野真紀子さん、
マロンさん、白木浩さん、梅木陽子さん

嘉島西小「人権の花」風船飛ばし

嘉島幼稚園児ら稲刈り、脱穀

味覚の授業 エコ料理
町「食育」イベント多彩
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Ｑ
大
好
き
な
活
気
あ
る
嘉
島
町

に
自
由
に
使
え
る
公
園
を
増
や
し

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

　

Ａ
浮
島
周
辺
水
辺
公
園
は
じ
め

現
在
の
大
小
25
カ
所
に
加
え
、
東

部
台
地
「
ゆ
う
す
い
の
杜
（
も

り
）」
に
７
カ
所
の
新
た
な
公
園

整
備
を
計
画
。
中
で
も
散
策
・

ジ
ョ
ギ
ン
グ
向
き
の
〝
緑
道
〟（
全

長
約
６
０
０
㍍
）
に
は
ベ
ン
チ
を

置
く
な
ど
し
て
「
多
く
の
人
が
集

え
る
場
に
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
登
下
校
の

見
守
り
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
通

学
路
の
安
全
対
策
に
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
な
ど
設
置
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

Ａ
路
面
表
示
、
注
意
喚
起
の
サ

イ
ン
を
含
め
た
指
摘
は
い
ず
れ
も

安
全
確
保
に
有
効
な
手
立
て
で
す
。

そ
れ
ら
を
実
現
す
る
に
は
道
幅
の

問
題
や
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
数
々
の
要
望
の
優
先
度
な

ど
総
合
的
に
勘
案
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

応
じ
て
い
ま
し
た
。

　

町
議
会
の
清
﨑
輝
昭
議
長
も
傍

聴
し
、「
皆
さ
ん
の
社
会
問
題
へ

の
高
い
関
心
を
こ
れ
か
ら
の
地
域

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
生
徒
会

長
の
山
﨑
優
志
さ
ん
が
「
今
日
の

質
疑
で
何
事
も
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り

で
な
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
併
せ
て

考
え
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

�

（
以
下
、
敬
称
略
）

　

地
域
づ
く
り
を
担
っ
て
い
く
生

徒
た
ち
に
町
政
へ
の
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
模
擬
議
会
の
試
み
で
す
。

生
徒
会
役
員
ら
代
表
15
人
が
議
長

と
議
員
の
役
回
り
で
議
場
入
り
。

　

定
足
数
を
確
認
し
た
議
長
役
の

井
上
遥
・
生
徒
会
議
長
が
町
議
会

さ
な
が
ら
会
議
録
署
名
議
員
を
指

名
、
こ
の
日
限
り
の
会
期
を
決
定

す
る
と
、
荒
木
町
長
が
登
壇
。
こ

れ
ま
で
の
町
の
歩
み
を
踏
ま
え

な
が
ら
町
政
の
概
要
を
説
明
し
、

「
町
づ
く
り
に
つ
い
て
し
っ
か
り

考
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
期

待
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
温
暖
化
対
策

や
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど

巡
っ
て
「
体
育
館
に
空
調
設
備

を
」「
路
面
電
車
の
延
伸
は
？
」

と
い
っ
た
提
案
や
要
望
、
疑
問
が

議
員
役
の
生
徒
た
ち
か
ら
出
さ
れ
、

執
行
部
の
各
課
長
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

　

荒
木
町
長
は
じ
め
町
執
行
部
が

勢
ぞ
ろ
い
し
、
嘉
島
中
の
生
徒
代

表
た
ち
と
膝
を
交
え
る
町
「
子
ど

も
議
会
」
が
11
月
21
日
、
役
場
の

町
議
会
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｑ
県
内
で
夏
場
、
真
夏
日
が
増

加
し
て
お
り
、
中
体
連
の
室
内
競

技
開
催
は
「
冷
房
が
効
く
施
設
」

が
条
件
と
お
聞
き
し
ま
す
。

　

Ａ
町
民
体
育
館
に
空
調
設
備
を

導
入
す
る
と
約
１
億
円
か
か
る
と

み
ら
れ
、
月
々
の
電
気
代
も
跳
ね

上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、

温
暖
化
対
策
は
検
討
が
必
要
で
、

今
後
は
施
設
の
増
改
築
な
ど
の
折

に
空
調
設
備
の
導
入
の
是
非
も
含

め
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｑ
ど
う
し
た
ら
通
学
路
に
街
灯

を
設
置
で
き
ま
す
か
。

　

Ａ
集
落
と
学
校
を
結
ぶ
通
学
路

な
ど
の
街
灯
は
、
町
が
設
置
・
管

理
し
、
集
落
内
の
場
合
は
各
行
政

区
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
町
が
設

置
し
、
電
気
代
の
支
払
い
な
ど
各

区
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
た
だ
限

ら
れ
た
予
算
で
要
望
通
り
全
て
設

置
は
で
き
ま
せ
ん
。
年
間
の
新
設

数
は
10
～
20
台
、
設
置
費
は
１
台

当
た
り
３
万
～
５
万
円
で
す
。

　

Ｑ
震
災
で
被
害
が
出
た
道
路
の

修
復
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
危
険

な
交
差
点
に
ス
ロ
ー
プ
付
き
の
歩

道
橋
は
設
置
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

Ａ
歩
道
橋
は
道
路
法
上
「
道
路

の
一
部
」
と
い
う
扱
い
で
管
理
者

が
県
の
場
合
、
県
が
設
置
し
ま
す
。

安
全
面
と
と
も
に
、
高
齢
者
に

と
っ
て
の
負
担
や
運
転
者
サ
イ
ド

の
死
角
発
生
と
い
っ
た
問
題
も
あ

り
、
設
置
に
当
た
っ
て
は
多
角
的

な
検
討
が
欠
か
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

昭
議
長
か
ら
「
臆
す
る
こ
と
な
く

堂
々
と
し
て
い
た
」
と
お
墨
付
き

を
も
ら
い
、「
滞
る
こ
と
が
な
い

議
事
進
行
に
努
め
ま
し
た
」
と

ニ
ッ
コ
リ
。
生
徒
会
総
会
と
は

「
全
く
雰
囲
気
が
違
っ
た
」
と
振

り
返
り
、「
中
学
生
目
線
か
ら
の

質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ

い
た
」
と
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。

　

議
長
役
を
務
め
た
町
子
ど
も
議

会
を
傍
聴
し
た
町
議
会
の
清
﨑
輝

井上　遥 
生徒会議長 ３年

町
こ
ど
も
議
会

や
り
取
り　
要
約

林　凜和 
副会長 
３年

三善　広志朗 
安全委員長 

３年

野田　心優 
副議長 
３年

石坂　音羽 
書記・会計 

２年

松本　光太郎 
体育委員長 

３年

議
長
の
大
役
を
務
め
〝
お
墨
付
き
〟

嘉島中生ら質問
町子ども議会

荒木町長も登壇
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Ｑ
嘉
島
町
の
活
気
あ
る
暮
ら
し

に
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
福

祉
の
取
り
組
み
は
ど
う
で
す
か
。

　

Ａ
９
月
末
現
在
、
町
の
人
口
は

９
５
３
３
人
で
、
昨
年
同
期
に
比

べ
１
４
３
人
の
増
。
子
育
て
世
代

の
転
入
が
多
い
こ
と
か
ら
待
機
児

童
対
策
や
放
課
後
児
童
施
設
の
拡

充
に
努
め
る
一
方
、
健
康
寿
命
の

延
伸
を
図
っ
て
介
護
予
防
を
徹
底

す
る
な
ど
多
種
多
様
な
福
祉
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｑ
清
掃
な
ど
に
取
り
組
む
町
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
継
続

に
は
支
援
も
必
要
で
は
？ 

　

Ａ
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に
は
現
在
、

13
団
体
１
８
９
人
に
登
録
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
団
体
相
互
の
連
携
、

交
流
を
図
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
提
供
し
た
り
し
て
支
援
。

環
境
美
化
の
一
環
で
道
路
沿
い
の

花
壇
づ
く
り
に
は
町
が
花
の
苗
約

３
千
鉢
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

廣川　生 
学級副委員長 

３年

　

Ｑ
競
泳
女
子
の
五
輪
メ
ダ
リ
ス

ト
を
輩
出
し
て
い
る
「
水
の
郷
（
さ

と
）」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
温
水
プ
ー

ル
建
設
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

Ａ
人
口
減
少
や
自
治
体
の
財
政

難
で
、
市
町
村
連
携
の
広
域
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
模
索
中
で
す
。

３
億
円
を
大
き
く
上
回
る
と
み
ら

れ
る
建
設
費
に
加
え
、
温
水
プ
ー

ル
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
膨
ら

む
だ
け
に
建
設
構
想
は
広
域
連
携

で
の
検
討
課
題
と
な
り
そ
う
で
す
。

奥田　彩花 
美化委員長 

３年

大谷　百華 
保健委員長 

３年

　

Ｑ
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
熊
本
地
震
の
教
訓
を
生
か
し

た
災
害
対
応
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
大
規
模
災
害
に
欠
か
せ
な

い
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を

菊
池
市
や
佐
賀
県
伊
万
里
市
、
静

岡
県
清
水
町
と
締
結
し
ま
し

た
。「
非
常
時
業
務
継
続
計
画
」

や
「
災
害
対
応
工
程
管
理
シ
ス
テ

ム
」
を
策
定
す
る
一
方
、
実
際
の

運
用
に
備
え
る
各
種
訓
練
も
随
時

行
っ
て
い
き
ま
す
。

亀井　倫奈 
副会長 
３年

　

Ｑ
隣
町
へ
の
大
型
量
販
店
進
出

に
合
わ
せ
、
嘉
島
の
農
産
物
を
販

売
す
る
道
の
駅
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

Ａ
基
本
的
に
商
業
施
設
の
集
積

度
が
低
い
所
に
道
の
駅
は
立
地
す

る
よ
う
で
す
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊

本
は
じ
め
集
積
度
が
高
い
嘉
島
の

場
合
、
既
存
の
上
益
城
農
協
の
農

産
物
販
売
所
「
と
れ
た
て
市
場
嘉

島
店
」
や
イ
オ
ン
熊
本
店
な
ど
を

支
援
し
、
充
実
さ
せ
て
い
く
方
が

現
実
的
な
よ
う
で
す
。

山﨑　優志 
会　長 
３年

　

Ｑ
町
の
振
興
に
欠
か
せ
な
い
町

民
の
納
税
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

　

Ａ
昨
年
度
の
町
税
徴
収
実
績
に

よ
り
ま
す
と
、町
民
税
（
住
民
税
）

の
収
納
率
が
99
・
33
％
に
上
る
な

ど
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

た
ば
こ
税
、
入
湯
税
を
含
む
全
体

の
収
納
率
は
99
・
56
％
。
県
内
の

市
町
村
の
中
で
４
番
目
の
高
率
で

す
。
未
納
額
の
発
生
は
６
９
６
万

８
２
４
６
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小夏　桜介 
副議長 
３年

　

Ｑ
他
の
市
町
村
に
誇
れ
る
嘉
島

の
農
業
振
興
、
後
継
者
育
成
の
支

援
策
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
町
の
農
家
戸
数
は
４
５
４
戸

で
す
が
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
た
コ
ス
ト
削
減
を
図
ろ
う
と
発

足
し
た
「
農
事
組
合
法
人
か
し
ま

広
域
農
場
」
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
。
新
規
就
農
者
に
対
し
て

は
国
の
制
度
を
活
用
し
、
金
銭
的

な
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。山本　蘭平 

書記・会計 
２年

　

Ｑ
将
来
的
な
町
の
交
通
網
整
備

に
熊
本
市
の
路
面
電
車
の
延
伸
を

検
討
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

Ａ
熊
本
都
市
圏
の
交
通
渋
滞
が

大
き
な
問
題
と
な
り
、
熊
本
市
電

も
活
用
策
が
探
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
嘉
島
に
も
鉄
道
（
熊
延
鉄

道
）
が
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
車

社
会
の
到
来
で
利
用
が
伸
び
ず
、

廃
止
さ
れ
た
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、

路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
の
取
り
組

み
に
比
重
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

冨永　新之助 
生活委員長 

３年

　

Ｑ
町
の
人
口
増
加
に
伴
う
ご
み

や
交
通
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

　

Ａ
平
成
４
年
度
に
町
ご
み
問
題

対
策
実
行
委
員
会
を
結
成
し
て
以

来
、
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
を

推
進
。
29
年
度
に
は
粗
大
ご
み
の

収
集
を
取
り
や
め
ま
し
た
。
一
方

で
交
通
量
調
査
に
基
づ
き
、
商
業

施
設
な
ど
の
開
発
事
業
者
や
警
察

と
連
携
し
、
交
通
安
全
、
渋
滞
の

緩
和
策
は
協
議
し
て
い
ま
す
。

村上　莉子 
文化委員長 

３年

町
こ
ど
も
議
会

や
り
取
り　
要
約
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写真左は入念にストレッ
チを行う参加者。写真右
は会場にお目見えした野
球、サッカー、ラグビー
などの体験コーナー

2019 ジョイフルスポーツかしま

引っ張って　駆けて　跳んで元気

　
20
人 

　
　
リ
レ
ー

綱引き

みんなでジャンプ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

広報かしま2019.12
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滝
河
原
③
高
田
、
上
仲
間
▽
20
人

リ
レ
ー　

①
下
仲
間
②
北
甘
木
③

下
六
嘉
▽
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ　

①
下
仲
間
②
下
六
嘉
③
北
甘
木

み
抽
選
会
で
は
歓
声
と
共
に
、
た

め
息
も
。
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

　

◇
総
合　

①
下
仲
間
②
下
六
嘉

③
鯰
▽
綱
引
き　

①
三
郎
無
田
②

わ
れ
た
ほ
か
、
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
や

輪
投
げ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
血
圧

な
ど
測
定
し
た
り
食
事
・
栄
養
に

つ
い
て
相
談
し
た
り
で
き
る
健
康

コ
ー
ナ
ー
も
お
目
見
え
。
ま
た
、
町

民
体
育
館
で
は
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

各
区
対
抗
戦
の
成
績
発
表
と
表

彰
に
続
き
、
Ｊ
Ｓ
恒
例
の
お
楽
し

　

住
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
増
進

と
、
地
域
の
融
和
を
図
る
「
２
０

１
９
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
（
Ｊ

Ｓ
）
か
し
ま
」
が
11
月
10
日
、
町

総
合
運
動
公
園
を
主
会
場
に
開
か

れ
ま
し
た
。
町
内
13
区
対
抗
競
技

で
は
、
下
仲
間
が
総
合
優
勝
を
果

た
し
て
３
連
覇
を
達
成
。
第
45
回

嘉
島
町
内
駅
伝
は
鯰
が
２
年
ぶ
り

の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
運
動
公
園
に
会
場
を
移
し
て
３

回
目
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
各

区
え
り
す
ぐ
っ
た
20
人
の
〝
力
自

慢
〟
に
よ
る
「
綱
引
き
」、
小
学
生

以
上
の
男
女
各
10
人
ず
つ
の
「
20
人

リ
レ
ー
」、
そ
し
て
最
少
12
人
で
息

を
合
わ
せ
る
大
縄
跳
び
「
み
ん
な
で

ジ
ャ
ン
プ
」
で
熱
戦
を
展
開
。
老
若

男
女
の
参
加
者
た
ち
が
さ
わ
や
か
な

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
駅
伝
に
は
６
地
区
が
参

戦
。
運
動
公
園
の
特
設
７
区
間
16
・

６
㌔
の
周
回
コ
ー
ス
で
た
す
き
リ

レ
ー
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
、
ペ
タ
ン
ク

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

第 45回
嘉島町内
駅伝大会

優勝：鯰体協　　　1 時間 05 分 17 秒
２位：下六嘉体協　1 時間 08 分 47 秒
３位：上島体協　　1 時間 12 分 55 秒

駅　
伝　
区　
間　
賞

区間・距離 選手名 体協名 記録

１ 中学生　3.0㎞ 星出　恭介 鯰 11 分 50 秒

２ 小学生　1.0㎞ 冨岡　洸平 鯰 ● 3 分 40 秒

３ 一般・高校生�1.8㎞ 松本尚一郎 上六嘉 8 分 11 秒

４ フリー　3.4㎞ 永瀬　結貴 下六嘉 12 分 21 秒

５ 一般・高校生�2.6㎞ 川原　正大 鯰 ● 9 分 10 秒

６ 小・中学生　1.8㎞ 中村　結和 上島 6 分 57 秒

７ フリー　3.0㎞ 有馬　晃輝 上島 11 分 12 秒

●は区間新記録

駅伝 鯰に栄冠

写真は区対抗駅伝から。上が見事２年
ぶりの優勝を飾った鯰のフィニッシュ
シーンで、左が鯰チームの選手たち。
左下は区間賞に輝いた皆さん（左から
順に１区→７区）

お
楽
し
み
抽
選
会�

　�

や
っ
た
！　

今
年
の
〝
ラ
ッ
キ
ー

さ
ん
〟
は
？

下
仲
間 

総
合
３
連
覇

ジョイフル 
　スポーツ
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嘉
島
の
粋 

　
　
一
堂
に

第49回　町文化祭
　

嘉
島
町
の
秋
を
彩
る
呼
び
物
の
町
文
化
祭
が
11
月

３
、
４
の
両
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

49
回
目
の
今
回
、
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
を
飾
っ
た
の
は
、
か
し
ま
太
鼓
保

存
会
。
子
ど
も
た
ち
の
力
強
い
ば
ち
さ
ば
き
で
リ
ー

ド
す
る
と
、
町
内
四
つ
の
幼
稚
・
保
育
園
や
東
西
両

小
、
嘉
島
中
が
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
に
ス
テ
ー
ジ
発

表
。

　

町
公
民
館
講
座
や
町
民
有
志
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
も

趣
向
を
凝
ら
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
中
で

も
、
練
習
を
積
ん
だ
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
に
は
駆
け
付
け
た
応
援
団
か
ら
歓
声
も
。

　

お
な
じ
み
の
ロ
ビ
ー
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
今
年
も

町
文
化
協
会
の
ち
ぎ
り
絵
、
書
道
、
絵
手
紙
、
陶
芸
、

さ
ら
に
は
子
ど
も
日
本
画
な
ど
の
力
作
が
出
展
さ
れ
、

訪
れ
る
人
々
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
茶
道
部
に
よ

る
茶
席
に
も
来
席
者
が
相
次
い
で
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
に
先
立
つ
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

町
文
化
協
会
の
河
原
君
代
会
長
や
荒
木
町
長
ら
が
震

災
の
折
に
も
「
で
き
た
し
こ
」
を
合
言
葉
に
嘉
島
の

文
化
の
灯
を
と
も
し
続
け
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
り
、

「
こ
の
文
化
祭
に
向
け
、
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
創
作
、
修
練
の
過
程
こ
そ
文
化
そ
の
も
の
。

思
い
残
し
な
く
発
表
願
い
ま
す
」
な
ど
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
な
お
４
日
に
は
編
み
物
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

手
話
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
の
郷
　
ス
テ
ー
ジ
多
彩
に
楽
し
く

リズム

躍
動

ハーモニー

広報かしま2019.12
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▼ワークショップ

で
き
た
！
　
決
め
た
！
　
発
表
続
々
と

嘉
島
町
文
化
祭

▼茶席 ▼作品展示

共
演

ソ
ロ

群
舞

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
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１
月

　

●
町
成
人
式　

13
日
、
町
民
会

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
新
成
人
は

１
９
９
８
年
４
月
２
日
～
99
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
86
人
（
男
性
46

人
、
女
性
40
人
）。

　

●
町
長
選
で
荒
木
氏
９
選　

任

期
満
了
に
伴
っ
て
29
日
に
告
示
さ

れ
、
現
職
の
荒
木
町
長
の
ほ
か
に

立
候
補
の
届
け
出
が
な
く
、
無
投

票
で
の
９
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

13
人
（
現
職
８
人
、
新
人
５
人
）

が
立
候
補
し
た
町
議
選
は
２
月
３

日
に
投
開
票
さ
れ
、
新
た
な
選
良

11
人
（
現
職
７
人
、
新
人
４
人
）

が
出
そ
ろ
い
ま
し
た
。

2
月

　

●
町
制
施
行
50
年　

１
日
で
半

世
紀
に
及
び
ま
し
た
。
町
内
の
世

帯
数
は
こ
の
間
、
１
８
３
１
世
帯

か
ら
３
５
０
０
世
帯
を
上
回
り
、

人
口
も
８
０
５
７
人
か
ら
９
４
０

０
人
超
へ
。
町
の
前
身
で
あ
る
嘉

島
村
は
１
９
５
５
年
１
月
１
日
、

六
嘉
村
と
大
島
村
の
合
併
で
誕
生
。

69
年
２
月
１
日
に
町
制
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

3
月

　

●
議
長
に
清
﨑
氏　

改
選
後
、

初
の
町
議
会
臨
時
会
が
１
日
、
開

か
れ
、
新
議
長
に
清
﨑
輝
昭
氏
、

副
議
長
に
は
鍋
田
平
氏
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

●
町
消
防
出
初
め
式　

３
日
、

町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
佐
藤
光

正
団
長
以
下
２
２
６
人
の
団
員
が

出
動
。
＝
Ａ　

玉
落
と
し
競
技
な

ど
で
日
ご
ろ
の
訓
練
ぶ
り
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

●
教
育
委
員
に
髙
松
氏　

15
日
、

町
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ

た
髙
松
ひ
づ
る
氏
に
荒
木
町
長
か

ら
任
命
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
元
中
学
校
教
諭
。

　

●
か
し
ま
広
域
農
場
に
県
知
事

賞　

14
日
の
県
麦
・
大
豆
生
産
振

5
月

　

●
改
元「
令
和
」ス
タ
ー
ト　

１

日
の
「
即
位
後
朝
見
の
儀
」
を
受

け
、
町
は
新
天
皇
ご
即
位
へ
の
祝

意
を
表
す
る
一
般
記
帳
所
を
７
～

10
日
、
役
場
玄
関
ロ
ビ
ー
に
開
設

し
ま
し
た
。

　

●
献
穀
事
業
が
始
動　

14
日
、

町
か
ら
初
め
て
皇
室
へ
献
上
す
る

コ
メ
と
ア
ワ
の
栽
培
事
業
に
伴
う

清
祓
（
き
よ
は
ら
い
）・
播
種
（
は

し
ゅ
）
祭
が
井
寺
の
水
田
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。6

月

　

●
新
会
長
に
松
本
氏　

町
進
出

企
業
連
絡
協
議
会
の
定
期
総
会
が

12
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開

か
れ
、
新
会
長
に
熊
本
南
工
業
団

地
協
同
組
合
理
事
長
の
松
本
修
一

プ
レ
シ
ー
ド
代
表
取
締
役
社
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

●
御
田
植
祭　

16
日
、
献
穀
事

業
に
伴
っ
て
井
寺
の
水
田
で
行
わ

れ
、
烏
帽
子
（
え
ぼ
し
）
に
白
ば

か
ま
の
田
男
、
す
げ
が
さ
に
か
す

り
の
着
物
で
あ
か
ね
だ
す
き
の
早

乙
女
姿
の
嘉
島
中
の
生
徒
た
ち
が

田
ん
ぼ
に
入
り
、
丁
寧
に
手
植
え

を
行
い
ま
し
た
。

興
大
会
で
平
成
30
年
度
県
麦
・
大

豆
振
興
共
励
会
「
大
豆
集
団
の

部
」
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）
に

輝
い
た
農
事
組
合
法
人
か
し
ま
広

域
農
場
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

●
献
穀
者
決
ま
る　

22
日
の
町

献
穀
事
業
推
進
協
議
会
で
皇
室
行

事
に
当
た
っ
て
献
上
す
る
コ
メ
と

ア
ワ
を
栽
培
す
る
献
穀
者
に
井
寺

の
農
業
、
坂
井
信
房
さ
ん
、
靖
子

さ
ん
夫
妻
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

4
月

　

●
サ
ン
ト
リ
ー
工
場
に
佐
渡
裕

さ
ん　

13
日
、
北
甘
木
の
サ
ン
ト

リ
ー
九
州
熊
本
工
場
で
佐
渡
裕
さ

ん
＝
Ｂ
＝
が
タ
ク
ト
を
振
る
ス
ー

パ
ー
キ
ッ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

弦
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま

し
た
。
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
が

震
災
復
興
支
援
で
取
り
組
ん
で
い

る
「
水
の
国
く
ま
も
と
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
。

　

●
町
消
防
団
新
体
制　

15
日
、

辞
令
交
付
式
が
町
役
場
で
行
わ
れ
、

新
団
長
の
森
嶋
英
治
氏
に
荒
木
町

長
が
辞
令
を
交
付
。
清
村
将
紀
、

太
田
憲
治
の
両
副
団
長
ら
幹
部
団

員
に
は
森
嶋
団
長
か
ら
辞
令
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

2019年

嘉 

島
こ
の
１
年

AＢＣ
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平
成
か
ら
令
和
へ
―
嘉
島
町
で
は
２
０
１
９
年
も
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。「
広
報
か
し
ま
」
12

月
号
の
恒
例
「
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
で
、
こ
の
１
年
の
主
な

町
の
動
き
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
文
中
の
「
＝
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
＝
」
は
写
真
照
合
案
内
で
す
。

　

●
北
甘
木
公
民
館
「
み
ん
な
の

家
」
完
成
＝
Ｃ　

29
日
、
祝
う
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
熊
本
地
震
で

被
災
し
、
日
本
財
団
と
連
携
し
た

「
み
ん
な
の
家
」
方
式
で
六
嘉
駐

在
所
跡
地
に
移
転
・
新
築
。

7
月

　

●
上
益
城
郡
民
体
育
祭　

13
～

15
日
、
嘉
島
町
な
ど
郡
内
５
町
で

2019年

平
成
か
ら
令
和
へ

開
か
れ
、
13
競
技
16
種
目
に
出
場

し
た
嘉
島
勢
は
サ
ッ
カ
ー
、
空
手

道
の
２
競
技
で
昨
年
に
続
き
見
事
、

連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

　

●
全
国
会
長
２
期
目
へ　

荒
木

町
長
が
全
国
町
村
会
長
に
無
投
票

で
再
選
さ
れ
、
31
日
か
ら
２
期
目

の
任
期
が
ス
タ
ー
ト
。
２
０
０
５

年
に
就
任
し
た
熊
本
県
町
村
会
長

は
現
在
、
８
期
目
。

8
月

　

●
町
の
夏
フ
ェ
ス　
「
か
し
ま

水
の
郷
（
さ
と
）
ま
つ
り
２
０
１

９
」
＝
Ｄ
は
花
火
＝
が
３
日
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
「
ウ
エ
ス
ト
ス

ク
エ
ア
」
屋
上
駐
車
場
に
特
設
さ

れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

●
芝
原
土
地
区
画
整
理
の
保
留

地　

25
日
、
一
般
販
売
す
る
公
開

抽
選
会
が
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
販
売
予
定
23
区
画
に
対
し
、

３
９
７
件
の
購
入
申
し
込
み
が
あ

り
、
競
争
倍
率
は
最
高
50
倍
に
上

り
ま
し
た
。

　

●
町
災
害
公
営
住
宅　

町
が
震

災
か
ら
の
復
旧
事
業
で
建
設
・
整

備
し
た
団
地
の
合
同
落
成
式
が
26

日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た

＝
Ｅ
。
計
画
さ
れ
た
の
は
町
内
４

団
地
の
全
54
世
帯
。上
島
・
蔵
園
10

戸
と
鯰
・
浮
明
９
戸
の
両
団
地
は

９
月
か
ら
入
居
が
始
ま
り
ま
し
た
。

9
月

　

●
防
犯
カ
メ
ラ　

２
日
開
会
し

た
町
議
会
定
例
会
で
荒
木
町
長
が

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
の
一
環

で
町
内
約
50
カ
所
に
設
置
す
る
計

画
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

●
町
敬
老
会　

11
日
、
町
民
会

館
で
開
か
れ
、
町
内
の
70
歳
以
上

の
皆
さ
ん
約
５
０
０
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

10
月

　

●
町
献
穀
事
業
で
稲
刈
り　

13

日
、
収
穫
の
稲
刈
り
に
当
た
る
抜

穂
祭
（
ぬ
き
ほ
さ
い
）
が
井
寺
の

水
田
で
行
わ
れ
、
荒
木
町
長
は
じ

め
町
内
外
の
関
係
者
ら
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
＝
Ｆ
。

　

●
上
益
城
郡
中
学
駅
伝　

18
日
、

山
都
町
で
開
か
れ
、
嘉
島
中
の
女

子
Ａ
が
優
勝
し
、
連
覇
を
達
成
。

男
子
Ａ
も
２
位
入
賞
を
果
た
し
、

男
女
そ
ろ
っ
て
郡
代
表
と
し
て
県

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

●「
食
育
」推
進
イ
ベ
ン
ト　

嘉

島
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
会
長
・

荒
木
町
長
）
は
９
月
11
日
の
敬
老

会
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
を
皮
切

り
に
10
月
23
・
30
日
の
嘉
島
東
西

小
「
味
覚
の
授
業
」、「
知
っ
得
嘉

島
」
と
銘
打
っ
た
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
講
座
（
同
24
日
・
町
民
会
館
）

や
締
め
く
く
り
の
「
味
覚
チ
ャ
レ

ン
ジ
」（
11
月
３
日
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
＝
Ｇ
）
な
ど
多
彩
な
ゲ
ス

ト
を
招
い
て
展
開
し
ま
し
た
。

11
月

　

●
２
０
１
９
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー

ツ
か
し
ま　

10
日
、
町
総
合
運
動

公
園
を
主
会
場
に
開
催
。
町
内
13

区
対
抗
競
技
で
は
、
下
仲
間
が
総

合
優
勝
を
果
た
し
て
３
連
覇
達
成
。

第
45
回
嘉
島
町
内
駅
伝
は
鯰
が
２

年
ぶ
り
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

●
監
査
委
員
に
蜂
屋
氏　

11
日
、

町
監
査
委
員
に
任
命
さ
れ
た
蜂
屋

誠
氏
＝
三
郎
無
田
＝
に
荒
木
町
長

か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

蜂
屋
氏
は
町
の
総
務
課
長
や
企
画

情
報
課
長
な
ど
歴
任
し
、
平
成
26

年
３
月
に
退
職
。

平
成
30（
２
０
１
８
）年

12
月

ＤＥＦ

G
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嘉
島
町
の
下
六
嘉
自
主
防
災
組

織
（
工
藤
信
治
会
長
）
の
防
災
訓

練
が
11
月
18
日
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
会

員
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

上
益
城
消
防
署
の
金
澤
和
博
署

員
が
「
１
１
９
番
通
報
」「
心
肺

蘇
生
」「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
」

に
つ
い
て
講
話
を
交
え
な
が
ら
指

導
し
ま
し
た
。

　

緊
急
時
の
対
応
で
は
「
落
ち
着

い
て
ま
ず
は
１
１
９
番
。
呼
吸
を

し
て
い
な
け
れ
ば
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
絶
え
間
な
く
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
」
と
い
う
金
澤
署
員
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
対
し
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
う
な
ず
き
な
が
ら
「
い

ざ
」
と
い
う
時
に
備
え
て
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
＝
写
真
。

　

仮
装
パ
レ
ー
ド
で
知
ら
れ
る
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
（
10
月
31
日
）
に
ち

な
ん
だ
催
し
が
嘉
島
町
で
も
今
秋
、

相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

上
六
嘉
の
龍
福
寺
地
区
で
は
近

年
、
新
た
な
住
宅
が
建
て
込
ん
で

き
て
い
る
こ
と
か
ら
住
民
有
志
ら

が
「
地
域
の
世
代
間
交
流
の
一
助

に
」
と
企
画
。
地
元
の
協
力
で
、

仮
装
し
た
子
ど
も
た
ち
が
地
区
内

を
〝
お
散
歩
パ
レ
ー
ド
〟
＝
写
真

上
。
今
回
の
試
み
な
ど
で
「
顔
の

見
え
る
関
係
づ
く
り
に
よ
る
防
犯

活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
鯰
の
民
生
委
員
児
童
委

員
の
樋
口
節
子
さ
ん
宅
に
は
31
日
、

近
く
の
保
育
園
「
ち
び
っ
こ
ラ
ン

ド
」
嘉
島
園
の
園
児
20
人
が
訪
れ
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
合
言
葉
「
ト

リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
」
と

〝
お
ね
だ
り
〟。
樋
口
さ
ん
が
準
備

し
て
い
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
菓
子

に
仮
装
、
お
め
か
し
し
た
園
児
た

ち
は
ご
満
悦
の
様
子
で
し
た
。

　

嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
で
11
月
４
日
、
知

的
障
が
い
の
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
祭
典

「
第
16
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日

本
・
熊
本
地
区
大
会
」
の
陸
上
競
技
と
、
締

め
く
く
り
の
大
会
閉
会
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
２
年
の
有
志
６
人
＝
写
真
＝
ら
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
競
技
運
営

を
支
え
る
一
方
、
県
内
10
支
部
か
ら
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
選
手
40
人
が
50
㍍
走
や
１
５
０
０

㍍
走
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
５
種
目
に
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

大
会
閉
会
式
に
は
荒
木
町
長
も
駆
け
付
け
、

選
手
と
サ
ポ
ー
ト
に
当
た
っ
た
コ
ー
チ
た
ち

の
頑
張
り
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
交
流
の

深
ま
り
に
改
め
て
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　熊本東税務署（熊本市）で 11 月 15 日、
「税に関する作品」コンクール表彰式が
開かれ、入賞を果たした嘉島中の生徒た
ちが表彰されました。
　「税を考える週間（11 月 11 〜 17 日）」
にちなんで毎年、熊本東地区税務関係団
体長連絡協議会が同署管内の中学生を対
象に実施。次代を担う生徒たちに税への
関心を持ってもらう租税教育の一環です。
今年は 2807 点の応募があったというこ
とです。嘉島中の入賞者はいずれも「標
語の部」で次の通りです（敬称略）。
　 ▽熊本東地区青色申告会連合会会長賞
石本唯花（３年） ▽熊本法人会会長賞　
松川令奈（２年） ▽佳作　小夏桜介、秋
永魁人、渡辺晴斗、佐々木希愛（３年）
松本操蘭、井芹陽（２年）上野颯士、下
西瑛里子、石坂優菜、坂田友愛（１年）

鯰
で
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
仮
装
集
団

が
登
場
し
た

●
下
六
嘉

　
防 

災 

訓 

練

　
備 

え 

万 

全

取
り
組
み
多
彩
　
楽
し
く
有
意
義

●
上
六
嘉　
龍
福
寺

世
代
間
交
流
に

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

ふ
る
さ
と

嘉　
　

島

◆
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
支
え
る

◆「税」テーマ作品コンクール
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○試験職種および採用予定人員など

区　分 職　　種 採用
予定数 受　験　資　格 勤務先およ

び職務内容

高等学校
卒業程度

一般事務 ３人程度
平成５年４月２日から
平成 14 年４月１日までに生まれた方

町長部局ま
たは教育委
員会事務部
局などに勤
務し、一般
事務に従事
する｡

障害者対象
一般事務

１人程度

次の全ての要件を満たす方
①�平成元年４月２日から平成 14 年４月

１日までに生まれた方
②�身体障害者福祉法第 15 条に定める身

体障害者手帳の交付を受けている方
③�通常の勤務時間に対応できる方（週

38 時間 45 分、１日７時間 45 分）
④�活字印刷文による出題および口頭によ

る面接に対応することができる方

資格免許職 管理栄養士 １人程度
昭和 54 年４月２日以降に生まれた方で、
受験申込日現在、管理栄養士の資格を有
する方

町長部局に
勤務し、管
理栄養士の
職務に従事
する。

○受 付 期 間　12 月 16日（月）～令和２年１月 10日（金）
　　　　　　　�（土日、年末年始※を除く）
　　　　　　　�　受付時間は午前８時 30 分〜午後５時。郵送は令和２

年１月 10 日の消印有効。インターネット（電子申請）
による申し込みは令和２年１月 10 日午後５時までに正
常に到着した分のみ受け付ける。

　　　　　　　※年末年始は 12 月 28 日（土）〜令和２年１月５日（日）
○申し込み手続　試験申込書を持参か郵送、または電子申請。
　　　　　　　�試験申込書は役場総務課に請求するか、ホームページか

らダウンロード可能。
○試　験　日　１次試験　令和２年１月 26日（日）８時 30分集合
　　　　　　　２次試験　２月中旬
○試　験　場　嘉島町役場
○試験の種類　【�一般事務・障害者対象一般事務】教養試験・作文試験・

職場適応性検査
　　　　　　　【�管理栄養士】教養試験・専門試験・作文試験・職場適

応性検査
○申し込み・お問い合わせ先
　　〒 861–3192　上益城郡嘉島町上島 530
　　　嘉島町役場総務課人事広報係　☎ 237–1112

嘉 島 町 職 員 採 用 試 験
広報かしま 2019.12

15



ご
注
意
く
だ
さ
い

事
業
所
得
（
農
業
含
む
）
申
告

収
支
内
訳
書
が
必
要
で
す

　

本
年
中
の
事
業
所
得
（
農
業
含
む
）

の
申
告
を
行
う
際
は
、
ご
自
身
で
収
支

内
訳
書
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
収
支
内
訳
書
作
成

に
つ
い
て
の
相
談
会
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
の
で
、
電
話
で
事
前
申
し
込
み

の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）

～
20
日
（
月
）
の
10
時
～
15
時
（
正
午

～
13
時
を
除
く
）。
な
お
、
閉
庁
日
は

除
く
。

○
会
場　

役
場
１
階　

税
務
課

　

相
談
会
で
は
収
支
内
訳
書
作
成
に
つ

い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
簡
単
な
説
明
の

み
行
い
ま
す
。
ま
た
、
作
成
補
助
や
、

専
門
的
な
質
問
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
所
管
の
税
務
署
や
税
理
士
会
な

ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

役
場
が
開
催
し
て
お
り
ま
す
申
告
相

談
会
（
2
月
中
旬
か
ら
3
月
中
旬
）
で

は
、
収
支
内
訳
書
が
未
作
成
の
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
申
告
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
ど
う
し
て

も
作
成
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
家
族
の

方
に
作
成
を
依
頼
す
る
な
ど
し
て
確
定

申
告
時
期
ま
で
に
は
収
支
内
訳
書
を
作

成
願
い
ま
す
。

　
　

役
場
税
務
課　

☎
２
３
７－

２
６
３
９

解
体
し
た
家
屋
は
届
け
出
必
要

　

固
定
資
産
税
は
令
和
２
年
１
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
未

登
記
の
家
屋
を
解
体
し
た
場
合
、
本
年

12
月
末
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
が
な
い
場
合
、
翌
年
度
以
降
も

課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

猫
の
放
し
飼
い
に
よ
る
迷
惑
行
動

（
敷
地
内
へ
の
侵
入
、
車
の
上
に
乗
る

な
ど
）
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

猫
の
交
通
事
故
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
必
ず
猫
が
家
か
ら
出
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
な
い

で
く
だ
さ
い
。
エ
サ
を
与
え
る
人
が
、

飼
い
主
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
エ
サ
を
与

え
る
な
ら
ば
、
責
任
を
持
っ
て
、
最
期

ま
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

ご
存
じ
で
す
か

？

令
和
２
年
嘉
島
町
成
人
式

　

嘉
島
町
の
成
人
式
を
次
の
通
り
行
い

ま
す
。

○
日
時　

　

令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時　

開
会

○
会
場　

　

町
民
会
館
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」

○
内
容　

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

12 月 の納税等 １ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税……………　④　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑧　期介護保険料
保育所利用料………… 12月分
町営住宅使用料……… 12月分
下水道使用料………… 11�月分
納期限日（口座振替日）
　　12月25日（水）

町県民税………………　④　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑨　期介護保険料
保育所利用料……………１月分
町営住宅使用料…………１月分
下水道使用料………… 12月分
納期限日（口座振替日）
　　令和２年１月31日（金）

毎月　第４水曜日
午後６時～午後８時

12月25日
1月22日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）

↑
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

○
住
民
税
非
課
税
者
の
購
入
引
換
券
交

付
申
請

　

申
請
期
限
は
12
月
27
日
（
金
）
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
商
品
券
の
購
入

を
検
討
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
申
請
く

だ
さ
い
。

　

町
か
ら
送
付
し
た
申
請
書
に
同
封
の
返

信
用
封
筒
に
よ
り
郵
送
す
る
か
、
役
場
企

画
情
報
課
に
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
購

入
引
換
券
は
申
請
書
受
理
後
、
２
週
間
以

内
を
目
安
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

○
商
品
券
の
販
売

・
販
売
窓
口　

嘉
島
町
商
工
会

・
販
売
期
間

　

～
令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
）。
土

日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
（
12
月
28

日
～
１
月
５
日
）
を
除
く
午
前
９
時
～

15
時
。

　

※
商
品
券
の
購
入
時
、
町
が
送
付
し

た
購
入
引
換
券
お
よ
び
本
人
確
認
資
料

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）
が
必
要
。
ま

た
同
居
家
族
分
で
も
、
購
入
引
換
券
に

氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
「
購
入
対
象

者
」
以
外
の
方
が
購
入
さ
れ
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。

○
商
品
券
の
有
効
期
間

　

～
令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

・
取
扱
店
舗
（
事
業
所
）
一
覧
を
購
入

引
換
券
送
付
時
に
同
封
。
最
新
版
に
つ

【
18
面
に
続
く
】

　

式
典
お
よ
び
記
念
写
真
撮
影

○
対
象
者

　

町
内
居
住
お
よ
び
町
出
身
の
方

※�

町
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、
事
前
に

連
絡
願
い
ま
す
。

　
　

町
教
育
委
員
会

☎
２
３
７－

０
０
５
８

青
少
年
育
成
優
良
団
体
に
助
成
金

　

嘉
島
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
、

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取

り
組
み
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体

に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。
申

請
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
役
場
町
民

課
福
祉
係
に
申
請
様
式
を
準
備
し
て
お

り
ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
の
締
め
切
り

　
　

令
和
2
年
1
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17
時
ま
で

○
助
成
対
象
団
体

　

伝
統
文
化
の
継
承
や
環
境
保
全
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
幅
広
く
世
代
間

交
流
を
図
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
青
少

年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
民

間
の
団
体
を
対
象
と
し
ま
す
。
審
査
会

で
活
動
が
優
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た

団
体
に
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係　

☎
２
３
７－
２
５
７
６

↑

年末年始のごみ収集日程

益城クリーンセンターへの個人搬入（有料：10円／㎏）
12 月 21 日（土）～ 29 日（日）　9 時～ 16 時
12 月 30 日（月）　　　　　　　　9 時～ 11 時
年始は、1 月 3 日（金）から通常受け入れ（平日の 9 時～ 16 時）
益城クリーンセンター　☎ 286-4190

し尿くみ取り
年末　　12 月 27 日（金）まで
年始　　 1 月 4 日（土）から（１月４日は午前のみ）
年末のくみ取りは、12 月 20 日（金）までに、米満商会　☎ 237-0112　に依頼してください。

役場都市計画課環境係　☎ 237-2597

ごみステーション収集

～12月30日（月） 通常通り

12月31日（火）
～１月 2日（木） 収集なし

１月 3日（金）～ 通常通り

※収集がない日は、ごみ出しを行わないようにお願いします。
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い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

ほ
か
、
商
工
会
で
の
商
品
券
購
入
時
に

配
布
中
で
す
。

　

詳
し
く
は
次
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽
商
品
券
発
行
全
般　

役
場
企
画
情
報

課　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１

▽
商
品
券
販
売　

嘉
島
町
商
工
会

☎
２
３
７－
０
７
３
４

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
む 

　
　
　
　
　
　
人
形
劇
公
演

演
目
「
花
咲
か
じ
い
さ
ん
」

○
日
時　

令
和
2
年
１
月
13
日（

月
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
約
１
時
間

○
会
場　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

上
六
嘉
九
一
七

○
目
的　

�

人
形
劇
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

の
創
造
性
、
自
主
性
、
思
い
や

り
の
心
を
育
ん
で
人
権
感
覚
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

○
入
場
料　

無
料

　
　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

０
４
６
４

わ
く
わ
く
！
パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ

○
日
時

　

令
和
２
年
１
月
25
日
（
土
）

10
時
～
16
時

○
会
場　

県
民
交
流
会
館

○ 

主
な
内
容　

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
、
新
聞

プ
ー
ル
、
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
、
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
な
ど
23
の
体
験
ブ
ー
ス
。

　
　

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
５－

４
３
１
２

東
部
幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

12
月
26
日
（
木
）
10
時
～
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

全
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
先
】

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

動
物
愛
護
祭
り
を
行
い
ま
す
！

　

12
月
15
日
（
日
）
10
時
～
正
午
、
県

御
船
保
健
所
で
「
動
物
愛
護
祭
り
」
を

行
い
ま
す
。
保
護
動
物
の
譲
渡
会
や
、

動
物
健
康
相
談
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

【
17
面
か
ら
続
く
】

企
画
し
て
い
ま
す
。
動
物
と
の
生
活
や

愛
護
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

主
催　

上
益
城
地
域
動
物
愛
護
推
進
協

　

議
会
（
窓
口
＝
県
御
船
保
健
所
）

☎
２
８
２－

０
０
１
６

協
力　

ア
ニ
マ
ル
ア
シ
ス
ト
千
手

　
　
　

県
御
船
保
健
所

　
　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

県
ハ
ン
セ
ン
病
問
題 

　
啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０

　
「
家
族
の
絆
～
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者

と
そ
の
家
族
」
を
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
は

ミ
ニ
朗
読
会
も
開
催
予
定
で
す
。
詳
し↑

　

嘉
島
町
で
は
、
町
内
事
業
所
の
求

人
情
報
を
提
供
す
る
「
雇
用
・
就
業

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
地
方
創
生
の
取
り
組
み
の

一
環
で
、
新
た
な
雇
用
確
保
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
が
目
的
で
す
。

　

○
12
月
の
新
た
な
求
人
情
報

　

・
株
式
会
社
倉
岡
紙
工
（
熊
本
市

南
区
南
高
江
６－

４－

22
）
☎
３
５

７－

３
１
６
８

　

パ
ー
ト
労
働
者
（
紙
パ
ッ
ケ
ー
ジ

工
場
で
の
製
造
業
務
）
を
募
集
。
令

和
２
年
４
月
頃
、
下
仲
間
の
新
工
場

へ
移
転
予
定
。

　

�

・
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
・
タ
ー
ト
ル

ホ
テ
ル
Ａ
Ｚ
熊
本
嘉
島
（
鯰
２
７

１
７－

３
）
☎
０
９
０－

８
８
３

９－

７
８
８
５
（
川
上
）

　

パ
ー
ト
労
働
者
（
客
室
清
掃
、
フ

ロ
ン
ト
業
務
）、
準
社
員
（
朝
食
調

理
）、
正
社
員
（
フ
ロ
ン
ト
業
務
）

を
募
集
。
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（htpp://w
w
w
.tow

n.kashim
a.

kum
am

oto.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
事
業
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
現
在
募
集
中
の
求
人
情
報
も
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
。
掲
載
希

望
の
事
業
所
は
事
前
申
し
込
み
を
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

嘉
島
町
内
の
求
人
情
報

雇 

用
　
　
　
マ
ッ
チ
ン
グ

就 

業
～
自
分
の
町
で
働
き
ま
せ
ん
か
～

水質検査日程

令和２年１月８日（水）
　　　　１月22日（水）

※検査料金は 3300 円（税込み）に
10 月から改定。詳細は嘉島町ホーム
ページまたは「広報かしま」９月号を
ご覧ください。

役場都市計画課環境係
☎２３７－２５９７（直通）
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く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
日
時　

令
和
２
年
１
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
～

○
会
場　

�

熊
本
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
は
あ
も
に
い

　
　
　
　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課　

☎
３
３
３－
２
２
１
０ 

菊
池
地
域
観
光
ス
ポ
ッ
ト
・ 

　
　
直
売
所
レ
シ
ー
ト
ラ
リ
ー

　

県
県
北
広
域
本
部
で
は
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
・
宿
泊
施
設
、
直
売
所
・
物
産

募
っ
て
い
ま
す

嘉
島
町
会
計
年
度
任
用
職
員

○
募
集
職
種
（
採
用
予
定
人
数
）　

・
一
般
事
務
な
ど
（
７
人
程
度
）

・
登
記
事
務
（
１
人
程
度
）

・�

区
画
整
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
１
人
程

度
）

・�
特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
９
人
程

度
）

・
心
の
教
育
相
談
員
（
１
人
程
度
）

・
学
校
教
育
指
導
員
（
１
人
程
度
）

・
図
書
室
事
務
（
２
人
程
度
）

・
社
会
教
育
指
導
員
（
１
人
程
度
）

・�

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
員
（
１
人
程

度
）

・
保
健
師
（
１
人
程
度
）

・
管
理
栄
養
士
（
２
人
程
度
）

・
介
護
認
定
調
査
員
（
２
人
程
度
）

・
用
務
員
（
１
人
程
度
）

　
　

※
文
化
セ
ン
タ
ー
勤
務

館
、
そ
の
他
の
店
舗
で
も
ら
っ
た
レ

シ
ー
ト
を
三
つ
集
め
て
応
募
す
る
と
、

抽
選
で
１
万
円
相
当
の
菊
池
地
域
の
特

産
品
や
５
千
円
相
当
の
宿
泊
施
設
利
用

券
な
ど
が
当
た
る
レ
シ
ー
ト
ラ
リ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

○
期
間　

～
令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）

○
応
募
方
法　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
　

県
県
北
広
域
本
部
振
興
課　

　
　

☎
０
９
６
８－

２
５－

４
１
２
１

・
調
理
員
（
12
人
程
度
）

　
　

※
給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務

・
施
設
管
理
員
（
５
人
程
度
）

　
　

※�

町
民
会
館
ま
た
は
総
合
運
動
公

園
勤
務

○
任
用
予
定
期
間

　

令�

和
２
年
４
月
１
日

　
　
　
　

～
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

○
受
付
期
間　

　

12�

月
23
日
（
月
）

　

～
令
和
２
年
１
月
17
日
（
金
）
ま
で

※�

土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
８

時
半
か
ら
17
時
ま
で
。
郵
送
は
１
月

17
日
の
消
印
有
効
。

○ 

申
し
込
み
手
続
き　

町
指
定
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を

貼
り
付
け
郵
送
ま
た
は
持
参
。
資
格

要
件
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
資
格
証

な
ど
の
写
し
を
添
付
。

※�

申
込
書
は
役
場
総
務
課
に
て
請
求
ま

た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
印
刷
。

○ 

選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
必
要

に
応
じ
て
面
接
試
験

○
申
込
先

　

嘉
島
町
上
島
５
３
０

　

嘉
島
町
役
場
総
務
課
人
事
広
報
係

○ 

そ
の
他　

受
験
資
格
、
業
務
内
容
な

ど
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
総
務
課

☎
２
３
７－

１
１
１
２

↑

【
20
面
に
続
く
】

休日当番医

12月15日（日）からしま小児科医院（嘉島町）�
� ☎２３５－６３３３

12月22日（日）泰泉堂牟田医院（御船町）�
� ☎２８２－０２１６

12月29日（日）大串内科（嘉島町）�
� ☎２３４－７８７３

12月30日（月・年末）みふね眼科（御船町）�
� ☎２８２－３７１１

12月31日（火・年末）山地外科胃腸科医院（嘉島町）�
� ☎２３７－０００３

１月１日（水・祝）たかぞえ内科・循環器内科クリニック（御船町）�
� ☎２８２－００７０

１月２日（木・年始）のぐち皮ふ科（嘉島町）�
� ☎２３７－４１１２

１月３日（金・年始）榊田泌尿器科外科医院（御船町）�
� ☎２８２－６３６３

１月５日（日）藤岡医院（御船町）�
� ☎２８２－０４０５

１月12日（日）古閑整形外科胃腸科医院（御船町）�
� ☎２８４－２０１０

１月13日（月・祝）熊本回生会病院（嘉島町）�
� ☎２３７－１１３３
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新
春
５
人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会 

参
加
チ
ー
ム

　

サ
ッ
カ
ー
愛
好
者
に
よ
る
５
人
制
の

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

令
和
２
年
１
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
開
会

○
会
場　

嘉
島
町
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場

○
参
加
資
格

　

中
学
生
以
上
（
男
女
不
問
）

　

�

１
チ
ー
ム
５
～
10
人
（
う
ち
代
表
者

１
人
）

　

�

参
加
チ
ー
ム
数
を
８
チ
ー
ム
以
内
と

す
る
た
め
、
受
付
順
に
決
定
。

○
参
加
申
込
期
間

　

１
月
14
日
（
火
）
～
21
日
（
火
）

　
（
閉
庁
日
を
除
く
８
時
半
～
17
時
）

○
参
加
料　

　

３
０
０
０
円
（
申
込
時
に
納
入
）

　
　

嘉
島
町
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
部

　
　
　
　

山
口
（
役
場
建
設
課
内
）

☎
２
３
７－

２
６
１
９

身
体
障
害
者 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
訓
練
生

○
訓
練
会
場　
　

身
体
障
害
者
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
益
城
町

田
原
）

○
応
募
資
格　
　

身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持

者
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込

み
を
し
、
高
校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
含

む
）
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
し
た
方

で
、
特
別
な
介
助
を
必
要
と
し
な
い
こ

と
な
ど
。

○
訓
練
期
間　
　

２
年
間

○
定　
　

員　
　

10
人

○
締
め
切
り　
　

令
和
２
年
１
月
20
日

○
入
校
日　
　

４
月
９
日

○
費　
　

用　
　

�

受
講
料
不
要
、
教
材

費
な
ど
は
必
要
。

　
　

県
立
高
等
技
術
専
門
校　

☎
３
７
８－

０
１
２
１

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
入
学
生

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
は
、
シ
ニ

ア
の
学
び
の
場
と
し
て
「
熊
本
さ
わ
や

か
大
学
校
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。
１

年
間
に
わ
た
る
幅
広
い
学
習
や
体
験
を

通
し
て
、
新
た
な
交
流
の
き
っ
か
け
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

入
学
資
格
は
、
県
内
在
住
で
、
学
習

意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
人
（
昭
和
35

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）。

○
募
集
人
員

　

熊
本
校
１
０
０
人
、
八
代
校
60
人

○
募
集
期
間

　

令
和
２
年
１
月
20
日
（
月
）

～
３
月
６
日
（
金
）
必
着

○
受
講
期
間

　

４
月
～
令
和
３
年
３
月

【
19
面
か
ら
続
く
】

　↑

年金生活者支援給付金
の手続きをお忘れなく！

➢ 詳しくは、給付金専用ダイヤルまたは年金事務所へお問い合わせください。

✓ 日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めることはありません。

『給付金専用ダイヤル』☎０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル）

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。

※ 茶色の封筒で届いている方や、 歳で年金の請求する方
などにもご案内が届いています。

※ ご案内が届いていない場合でも、世帯構成などが変更と
なった場合などは受給できる可能性があります。

※Ａ４の請求書が届いている方は
年金事務所へ郵送ください。

【はがき形式の請求書】
氏名などを記入

切手を貼って
ポストへ投函

茶色の封筒

淡い緑の封筒

月から始まった年金生活者支援給付金につ
いては、日本年金機構から請求手続きのご案
内が９月以降に送られています。

手続きが遅れると、 月分からの給付金を受
け取ることができなくなってしまいます。
お早めに請求書（はがき）をご提出ください。

月 日
必着です！

年金生活者支援給付金の手続きをお忘れなく！至急！年金 給付金

！

ＨＰ等掲載用素材

➢ 詳しくは、給付金専用ダイヤルまたは年金事務所へお問い合わせください。

✓ 日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めることはありません。

『給付金専用ダイヤル』☎０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル）

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。

※ 茶色の封筒で届いている方や、 歳で年金の請求する方
などにもご案内が届いています。

※ ご案内が届いていない場合でも、世帯構成などが変更と
なった場合などは受給できる可能性があります。

※Ａ４の請求書が届いている方は
年金事務所へ郵送ください。

【はがき形式の請求書】
氏名などを記入

切手を貼って
ポストへ投函

茶色の封筒

淡い緑の封筒

月から始まった年金生活者支援給付金につ
いては、日本年金機構から請求手続きのご案
内が９月以降に送られています。

手続きが遅れると、 月分からの給付金を受
け取ることができなくなってしまいます。
お早めに請求書（はがき）をご提出ください。

月 日
必着です！

年金生活者支援給付金の手続きをお忘れなく！至急！年金 給付金

！

ＨＰ等掲載用素材

年金 給付金 至急！

■ 10月から始まった年金生活者支援給付
金については、日本年金機構から請求
手続きのご案内が９月以降に送られて
います。

　 ※ 茶色の封筒で届いている方や、65 歳で年金の請
求する方などにもご案内が届いています。

　 ※ ご案内が届いていない場合でも、世帯構成など
が変更となった場合などは受給できる可能性が
あります。

■ 手続きが遅れると、10 月分からの給
付金を受け取ることができなくなって
しまいます。お早めに請求書（はがき）
をご提出ください。

　 ※ Ａ４の請求書が届いている方は
　　 年金事務所へ郵送ください。

12月27日
必着です！

➡詳しくは、給付金専用ダイヤルまたは年金事務所へお問い合わせください。
『給付金専用ダイヤル』☎０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル）

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。
✓ 日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などを求めたりすることはありません。

！
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毎
週
１
講
座
×
40
回

○
会
場

　

熊
本
校
＝
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

八
代
校
＝�
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル

○
受
講
料
な
ど（
入
学
時
に
一
括
納
入
）

　

入
学
金
５
千
円

　

受
講
料
１
万
６
千
円

○
申
し
込
み
方
法　

　

�

各
市
町
村
町
民
課
な
ど
に
置
い
て
あ

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　

一
般
財
団
法
人

　
　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
３
５
４－

３
０
８
３

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

12
月
18
日
（
水
）
弁
護
士

　

令
和
２
年
１
月
22
日
（
水
）
弁
護
士

　

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員

（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室○
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
全
て
の
町
で
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－
３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－
１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

↑

　

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
で
「
住
民
税
の

未
納
が
あ
り
ま
す
。
以
下
の
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
税

の
未
納
を
偽
り
、
特
定
の
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
さ
せ
よ
う
と
す
る
悪
質
メ
ー
ル

が
届
い
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
税
金
の
未
納
な
ど
に
つ
い

て
は
、
督
促
状
や
催
告
書
、
電
話
で
の

催
告
が
行
わ
れ
、
基
本
的
に
文
書
や
電

話
で
す
（
一
部
の
自
治
体
で
は
シ
ョ
ー

ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
で
納
税
催
告

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
）。

　

た
だ
し
、「
以
下
の
サ
イ
ト
へ
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
リ
ン
ク

先
を
貼
り
付
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

・
銀
行
口
座
へ
直
接
振
り
込
み
す
る
こ

と
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
求
め
る
こ
と
。

・
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
け

る
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
。

・
個
人
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
で
送

信
し
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
こ
と
。

　

も
し
そ
の
よ
う
な
メ
ー
ル
が
届
き
ま

し
た
ら
、
決
し
て
指
示
に
は
従
わ
ず
、

不
審
メ
ー
ル
を
ご
み
箱
に
移
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
不
安
な
場
合
は
役
場
総

務
課
、
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
税
金
の
未
納
分
の
確
認
や
納

付
の
相
談
は
、
役
場
税
務
課
徴
収
係
が

担
当
し
て
い
ま
す
（
来
庁
の
際
は
、
本

人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
な
ど
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
）。

《
未
納
税
催
告
の
不
審
な
メ
ー
ル
に
注
意
！
》

見
守
り
新
鮮

情
報
12
月
号

　

５
町
連
携
の
消
費
生
活
相
談
～
荒
木
町
長
の
意
思
表
明
～

　
嘉
島
町
の
消
費
生
活
相
談
室
は
、
上
益
城
５
町
の
広
域
連
携
の
窓
口
で
消

費
生
活
の
専
門
相
談
員
か
ら
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
様
々
な
消

費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
安

心
・
安
全
な
消
費
生
活
を
確
保
し
、
さ
ら
に
は
被
害
の
未
然
防
止
・
回
復
等

を
図
る
た
め
、
消
費
者
の
安
全
性
・
利
便
性
を
向
上
・
充
実
さ
せ
る
考
え
で
す
。

今
後
も
継
続
し
た
専
門
相
談
員
の
配
置
と
消
費
者
問
題
啓
発
の
強
化
を
図
り
、

よ
り
一
層
消
費
生
活
相
談
体
制
の
充
実
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

嘉
島
町
長
　
荒
木
　
泰
臣
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〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～

☎ 

2
3
7

−

0
0
4
4

「
ひ
の
く
に

　
　
　

ピ
カ
ピ
カ
運
動
」　

実
施
中
！

　

こ
の
運
動
は
来
月
末
ま
で
県
内
で
実

施
中
で
す
。

　

運
動
の
重
点
は
「
反
射
材
の
活
用
」

「
前
照
灯
の
早
め
点
灯
と
上
向
き
点
灯

の
励
行
」。
車
の
運
転
者
は
午
後
5
時

に
な
っ
た
ら
前
照
灯
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
・
自
転
車
は
暗
く
な
っ
た
ら
反

射
材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○交通事故・刑法犯の発生状況 （件数）10 月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
　
引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

R1.10 2 53 0 0 0 0 0 2

R1累計 38 597 0 0 22 1 0 5

前年比 -19 ＋12 ± 0 ± 0 -3 -3 ± 0 -6

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

R1.10 11 185 0 0 0 1 0 2

R1累計 132 1673 5 2 28 11 0 9

前年比 -34 -146 -5 -1 -6 -11 ± 0 -12

年末年始における犯罪や

交通事故を防止しましょう！

　例年、 年末年始は、 金融機関などを狙った強盗事件や車上狙い、 乗り物

盗 （オートバイ盗 ・自転車盗）、 万引などの街頭犯罪が多発します。

　また、 車の利用も増え、 交通事故も増加します。 地域ぐるみで犯罪や交

通事故などを未然に防止しましょう。

不審な人物を見かけたらすぐに「110番」通報をしましょう!!

みんなでつくろう安全 ・安心の街
～安全で安心して暮らせる街をめざして～
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申請していますか？　マイナンバーカード

マイナンバーカードって？？
○マイナンバーが記載された写真付きの IC カード
○免許証のように公的な身分証明書として使用できる
○  e-Tax（国税電子申告・納税システム）や、住民票

などのコンビニ交付サービスが利用できる

マイナンバーカードを作るには

◇郵便での申請と、スマートフォンやパソコンを用いた申請の二つの方法があります。

郵便での申請

住所・氏名の変更が

あった方や申請書を

なくした方は、役場

で申請書を再発行し

てください。

スマートフォン・
パソコンでの申請

申
請
か
ら
１
カ
月
ほ
ど

初めての申請であれば、手数料はかかりません！

交付通知書（はがき）
が自宅に届く

交付通知書（はがき）・通知カード・本人確認
書類・印鑑を持って役場へ　（原則本人のみが
受け取り可能です）

本人確認（顔認証含む）
と暗証番号を設定して
受け取り

マイナンバーについてのお問い合わせは　マイナンバー総合フリーダイヤル　0120-95-0178（無料）
役場町民課戸籍係　☎ 237-2574

マイナンバーカード
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確定申告相談会場など ご案内
熊本東税務署が開設する確定申告相談会場は、次の通りです。
また、ご自宅でもパソコンやスマートフォン、タブレットから国税庁ホームページを利用して

申告書を作成し、ｅ－Ｔａｘによる送信または印刷して郵送などで提出することができます。

【熊本東税務署が開設する申告相談会場】

〈開設場所〉　熊本城ホール　１階展示ホール（熊本市中央区桜町３番40号）
　　　　　　　　　　　　　　　（熊本交通センター跡地）

〈開設期間〉　令和２年２月17日（月）～３月16日（月）　土日、祝日を除く。
　　　　　　ただし、２月24日（月・振り替え）および３月１日（日）に限り開設します。

〈受付時間〉　午前９時～午後４時

※　なお、１月から３月16日（月）までは、熊本東税務署では申告相談を行って
　おりませんのでご注意ください。
　（申告相談会場開設前までの事前予約による平成30年分以前の申告相談を除く）

以下の点にご注意ください

※　開設場所は、前年までの会場から変更となっています。
※�　確定申告会場に専用駐車場はございませんので、お越しの際は、公共交通機関をご利用くだ

さい。
※�　確定申告会場は大変混雑し、長時間お待ちいただく場合がありますので、スマホなどを利用

した自宅などからのｅ－Ｔａｘによる申告をぜひ、ご利用ください。

災害により被害を受けられた方へ

　災害により被害を受けられた方については、上記の開設期間に加え、次の期間も確定申告相談
（受付時間・開設場所は同じ）を行います。なお、会場は「税理士会による確定申告無料相談」
として、開設しています。
　≪期間≫　令和２年２月12日（水）〜２月14日（金）

　パソコン、スマートフォンまたはタブレットからｅ－Ｔａｘで申告するために、次のいずれか
の方法がお選びいただけます。
①　マイナンバーカード方式
　�　「マイナンバーカード」と「ＩＣカードリーダライタ」または「マイナンバー読み取り機能

を搭載したスマホ」をお持ちの方は、マイナンバーカードの電子証明書を読み取って、ｅ－Ｔ
ａｘで確定申告書などを送信できます。

②　ＩＤ・パスワード方式
　�　事前に税務署で職員と対面による本人確認を行った後に発行される「ＩＤとパスワード」が

あれば、ｅ－Ｔａｘで確定申告書などを送信できます。ＩＤ・パスワードの発行を希望される
方は、事前に運転免許証などの本人確認書類を持参の上、税務署へお越しください。

熊本東税務署

【パソコン、スマートフォンなどからｅ－Ｔａｘ】
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税は納期限内に納めましょう
　税金の滞納がある場合、納期限を守って税金を納めている方との公平性を保つた
め、差し押さえなどの滞納処分を行います。

地方税法の規定により、納付期限経過後20日以内に督促状を送付します。督促状が発布された
場合、督促手数料100円も併せて徴収することになります。� �
　※�役場で納付の確認をするのに２週間ほどかかる場合があります。督促状の行き違いの際は

ご容赦願います。なお、納期限の翌日から法定の延滞金が加算されます。

納期限を過ぎても納付されない場合

督促状の発送日から10日経過しても完納しない場合は、財産を差し押さえることができます。

督　促

⇒地方税法　第331条� �
　�「督促状を発した日から起算して10日を経過した日までに完納しないときは、財産を

差し押さえしなければならない」と法律で定められています。� �
事前予告や本人の同意は必要としません。

捜索・差し押さえ

財産調査の結果、預金・生命保険・給与・売掛金・土地・家屋などがあれば、差し押さえを行
い、強制的に換価して滞納税分に充てます。また、滞納者の居宅の捜索を行い、換価できる動産
（車を含む）の差し押さえを行い、公売会で売却し、滞納額に充てます。
これらの差し押さえ、強制換価、居宅の捜索などは事前予告や本人の同意は必要としません。

催　告

督促状を送付しても納付がない場合や、過年度の滞納が残っている場合は、催告書を送付し、
電話による催告を行う場合もあります。

財産調査

督促状や催告書を送付しても納付がない場合は、滞納者の財産を発見するために、官公署・金融機
関・勤務先・取引先・滞納者の財産を占有する第三者などに対して調査を行います。これらの調査
は国税徴収法第141条から147条の規定に基づき、滞納者の了承を得ずに行うことができます。

口座振替での納付が便利です。
納付は納め忘れがない口座振替が便利です。肥
後銀行、熊本銀行、上益城農協、熊本第一信用
金庫、九州労働金庫、ゆうちょ銀行、役場税務
課の窓口で手続きできます。

（既に申請されている方は残高不足にご注意く
ださい）

納税のご相談は役場税務課徴収係まで 
☎２３７－２６３９（直通）

※やむを得ない理由で納付が困難な場合は、事
前に連絡・相談ください。生活状況などの聞き
取りをしたうえで、完納までの計画の相談に応
じます。連絡がないと個別の事情を把握できず、
法令に基づき滞納処分を行うことになります。

延滞金も徴収・差し押さえの対象になります！
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○ 催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。「アクア」の予約状況は、嘉島町ホームページ（公
共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。詳細は主催者へお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564 番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫ 9：00 ～ 22：00
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90 ｍ、センター 113 ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68 ｍ、陸上トラック　400 ｍトラック６レーン
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

各種大会等予定 11 月 19 日現在

月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

12
21 土 上益城郡中学校サッカー新人戦 競技場 ９:00～ 上益城郡中学校体育連盟

22日も開催

26 木 第３回ユアアクション杯U-12ジュニアサッカー大会 競技場 ９:00～ YOUR ACTION　27日も開催

1
5 日 日本プロサッカー選手会主催　ふれあい活動グリー

ティングDAY 競技場 11:00～ 日本プロサッカー選手会

11 土 2019年度KFA第29回熊本県クラブユースサッカー
選手権（U-14）大会 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会

12日・13日も開催

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

12 22 日 かしま太鼓保存会定期発表会 13:30 無料 かしま太鼓保存会 
☎ 237- 0119

１ 12 日 成人式 11:00 無料 嘉島町教育委員会 
☎ 237- 0058

嘉島町総合運動公園

思
い
思
い
に
健
康
ウ
オ
ー
ク
を

楽
し
む
参
加
者
た
ち 　

嘉
島
町
「
ふ
る
さ
と
発
見
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
」
が
11
月
17
日
、
行
わ
れ
、
２
歳
か
ら
70
代
ま
で
90

人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
民
体
育
館
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
足
手
荒
神
か

ら
、
井
寺
古
墳
、
浮
島
周
辺
水
辺
公
園
・
ゴ
ッ
ホ
ひ
ま

わ
り
園
な
ど
を
巡
る
約
７
㌔
の
コ
ー
ス
と
、
さ
ら
に
六

嘉
神
社
を
経
由
し
て
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
ま
で

足
を
延
ば
す
約
11
㌔
コ
ー
ス
も
。
親
子
連
れ
や
友
人

同
士
の
参
加
者
ら
は
荒
木
町
長
の
激
励
を
受
け
て
出
発
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
〝
嘉
島
ふ
る
さ
と
ク
イ
ズ
〟
と

共
に
健
康
ウ
オ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
「
湧
く
湧
く
元
気
ク
ラ
ブ
」

が
企
画
し
、
今
回
が
５
回
目
。
完
歩
後
、
町
商
工
会
や

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
で
特
製
ぶ
た
汁
や
お
に
ぎ

り
、
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
、
お
楽
し
み
抽
選
会
も

あ
り
ま
し
た
。

ふるさと発見ウオーク

２歳から70代まで元気に

◎�人権に関するご相談がある方は、嘉
島町文化センターで随時受け付けて
います。ご相談内容によって、担当
課や専門機関をご紹介します。

　　平日　８：30 〜 17：15
　　☎ 237–0464（嘉島町上六嘉 917）
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ク
イ
ズ
の
問
題
全
部
、
ひ
っ
か
か
っ
た

か
ら
で
す
。
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

「
大
人
に
は
な
い
し
ょ
だ
よ

　
　
　

10
回
ク
イ
ズ
大
ま
王
」

　原則、開館は火曜～日曜（９～
17 時）で月曜休館。ブックポスト
は休館でも利用できます。

　《12～１月の休館日》
12月 16、23日
１月６、14、20、27日

か し

好きな本 総選挙

ま
米村　小春

（嘉島東小４年）

☎ 237-0058

　
　

さ
き

昔
あ
っ
た
戦
争
が
ど
ん
な
に
苦
し
か
っ

た
の
か
が
、
く
わ
し
く
マ
ン
ガ
に
さ
れ
て

い
る
の
で
、
と
て
も
分
か
り
や
す
い
で
す
。

こ
の
本
を
読
む
と
、
昔
の
人
は
と
て
も
ま

ず
し
く
て
苦
し
か
っ
た
ん
だ
な
ぁ
と
思
い

ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
本
当
に
か
わ
い
そ

う
だ
と
思
い
ま
す
。

　

※
見
方　
「
好
き
な
本
の
タ
イ
ト

ル
」、
推
薦
し
た
人
の
名
前
・
ペ
ン

ネ
ー
ム
（
所
属
）、
イ
チ
押
し
の
ポ
イ

ン
ト
―
の
順
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

「
ド
ラ
え
も
ん
科
学
ワ
ー
ル
ド

　
　
　
　
　

宇
宙
の
不
思
議
」

丸岡　潔幸
（嘉島西小２年）

　
　

ゆ
う
と

か
ぼ
ち
ゃ
が
、
お
い
し
そ
う
！

「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー　

　

サ
ン
＆
ム
ー
ン
こ
と
ば
ク
イ
ズ
」

　
　

ど
ら
や
き

宇
宙
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

「
し
ろ
く
ま
ち
ゃ
ん
の

　
　
　
　
　

ほ
っ
と
け
ー
き
」

　
　

れ
い
か

し
ろ
く
ま
ち
ゃ
ん
が
ま
ぜ
た
り
し
て
か

わ
い
い
。

　

あ
た
ま
を
つ
か
う
、
た
の
し
い
、
ポ
ケ

モ
ン
を
い
っ
ぱ
い
し
れ
る
。
ポ
ケ
モ
ン
が

大
す
き
だ
か
ら
ち
ょ
う
ど
い
い
。

「
ぐ
り
と
ぐ
ら
と

　
　
　
　
　

す
み
れ
ち
ゃ
ん
」

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
カ
ッ
プ
Ｔ

Ｋ
Ｕ
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
11
月
３
、
４
の
両
日
、

県
農
業
公
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

（
合
志
市
）
で
開
か
れ
、
嘉
島
セ
レ

シ
ア
Ｆ
Ｃ
（
嘉
島
町
）
が
小
学
２

年
と
ガ
ー
ル
ズ
の
２
部
門
で
見
事
、

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
小
学
３
、
２
、
１

年
と
ガ
ー
ル
ズ
の
４
部
門
に
県

内
か
ら
計
１
８
３
チ
ー
ム
が
出
場
。

嘉
島
同
の
ガ
ー
ル
ズ
＝
写
真
下
右

＝
が
初
制
覇
を
果
た
せ
ば
、
２
年

＝
同
左
＝
は
今
回
の
優
勝
で
「
県

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
協
議
会
主
催
の

大
会
Ｖ
記
録
が
５
大
会
連
続
に

な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

年末年始の休館　12月28～１月３日

おすすめ本
ジヴェルニーの食卓�
� 原田　マハ
帰去来�
� 大沢　在昌
ふりまわされない�
小池一夫の心をラクにする300の言葉�
� 小池　一夫
脳もデスクも超スッキリ！�
スゴい片づけ�
� 菅原　洋平
食べて、楽しい！�
日本料理の食彩細工の技術�
� 森脇　公代・著　大田　忠道・監修

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

嘉島セレシア FC ２部門制す
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○ １年「もりのなかま」　　あらゆる立場をとる動物たちに何と言いたいのか、自分だったら
どの動物になりたいのか考えることを通して、一方的な決めつけや無関心、根拠のない臆測な
どのおかしさについて気付くことができました。そして、おかしいことに立ち向かっていくこ
との大切さについて学びました。また、立ち向かう仲間を増やすにはどのようにしたらよいか、
自分たちの生活と重ねながら、話し合うことができました。

○ ２年「かに村のはなし」　何げない言葉や行動が人を傷つけたり、苦しめたりすることがあ
り、おかしいと気付く、そして嫌なことがあれば、黙っていないで仲間と力を合わせて訴えて
いくことの大切さに気付いていく学習をしました。石を投げるのをやめないさるきちが「何だ、
こんなことぐらい」と言ったことに、児童は怒りました。かにたちは命を守るため、仕返しや
攻撃ではなく、みんなで「やめてくれ」と怒りを伝えた場面に解決の方法を学びました。

○ ３年「くつかくしのこと」　友達の言動を単に善悪で捉えるのではなく、その言動の背景に
まで思いを巡らせる大切さについて学習しました。「くつかくし」は決して許されることではあ
りませんが、そこまで追い込まれ、そうすることでしか自分を表現できなかったまさのりさん
の気持ちを考えました。また、まさのりさん自身の立ち上がりにふれ、自分の周りにもまさの
りさんがいないか、自分は何ができるのかを考え、意見を交換し合いました。

○ ４年「こんぴらさんのすもう」　「ここは、ぬしどんが、くっとこじゃなか」とみんなから
袋叩（だた）きにされる豊吉の悔しさや怒りに共感し、ひとつの村を決めつけたり偏った見方
をしたりすることのおかしさについて考えました。また、豊吉の言葉から差別に立ち向かう力
強さを感じ取りました。教材を学習した後、自分自身を振り返り、自分のこと、学級のことを
考え、おかしいと思うことについてみんなで考えていきました。

○ ５年「なこごて腹んたつ」　差別を受けている主人公が、自分の気持ちを伝えることができず、
笑ってごまかすしかない状況であることに対して、そのおかしさやおかしいとわかっていても言え
ないことに、自分のことを重ねながら学習を進めました。また最後に立ち上がる主人公の姿に勇気
を感じ取り、だまっていても差別はなくならないことを学びました。これまでの自分自身の言動を
振り返り、日常的な差別に気づき、差別をなくすために、どう行動していくのかを考えました。

○ ６年「ぼくもにげるのはやめます」　　主人公の担任の先生が、自身の子どもの頃のつら
かった経験を話し、過去の自分を変えていきたいと真剣に語ったこと、現実のくらしを事実と
して受け止めて生活している級友のまことさんの思いにふれたことを通して、その思いにつな
がろうとする主人公の姿と自分を重ねながら、思いを伝えることの大切さ、相手とつながるこ
との大切さを考えました。さらに、自分のくらしを見つめることができました。

　これからも人権教育の推進を学校全体で取り組んでいきたいと考えています。

人権問題の正しい理解のために 〔その330〕
嘉島西小の取り組み
２学期の人権学習から

◎　自分の大切さとともに他の人の大切さを認
めることのできる児童を育てる

（価値的・態度的側面）
◎　人権について正しく理解し、人権の尊さへ

の自覚を持ち、差別を見抜く豊かな感性と

差別をなくしていこうとする実践力を持っ
た児童を育てる　　　　　　（知識的側面）

◎　コミュニケーションの能力を高め、認め励
まし合う集団を育てる　　　（技能的側面）

重点目標
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McIlvride Madeline Marie
外国語指導助手（ALT)

HELLO
Kashima

I�love�Halloween.�This�Halloween,�I�dressed�up�
in�Victorian�Lolita.�I�also�went�to�a�Halloween�
party�in�Kumamoto�City�with�my�ALT�friends.�
We�all�wore�vintage�clothing. It�was�a�lot�of�fun.�
Getting�to�wear�a�fun�costume�is�my�favourite�
part�of�Halloween.�Since�the�Elementary�School�
English�Camp,�in�Kumamoto,�was�around�the�
same� time� as� Halloween,� I� had� a� Halloween�
themed� booth.� The� students� learned� about�
Halloween�in�Canada,�and�we�played�Halloween�
themed�bingo.�I�think�it�was�a�great�learning�
experience�and�a�lot�of�fun.�
Then,� there�was� also� a� smaller� holiday� after�
Halloween.�The�three-day�weekend�at�the�
beginning�of�November,� from�November�2nd�
to�November�4th.�Did�everyone�enjoy�their�
vacation?�I�went�to�Tokyo�to�visit�my�friend.�
We�did�many�things,�including�going�to�Anata�
no�Warehouse�in�Kawasaki.�Anata�no�Warehouse�
is�based�on�the�former�Kowloon�Walled�City�in�
Hong�Kong.�The�Warehouse�was�really�cool�to�
explore!�Unfortunately,�it’s�closing�down�later�
in�November.　�
Arcades�are�still�really�popular�in�Japan.�They�
aren’t� very� popular� in� Canada.� I� wish� they�
were�more� popular,� as� I�would� like� to� go� to�
them� back� home.� I� like� playing� Mario� Kart�
Racing�games�as�well�as�crane�games.�Maybe�
they�will�become�more�popular�in�Canada.�
Until�next�time,�Kashima!

　私はハロウィーンが大好きです。今年のハロ
ウィーンに、私はビクトリア朝ロリータの仮装をし
ました。そして、ALT の友人と熊本市のハロウィー
ンパーティーに行きました。みんなヴィンテージの
服を着ていました。とても楽しかったです。おもし
ろい衣装を着ることは、ハロウィーンの私のお気に
入りの部分です。熊本で行われた小学生イングリッ
シュキャンプはハロウィーンとほぼ同時期だったの
で、ハロウィーンをテーマにしたブースをつくりま
した。児童たちはカナダのハロウィーンについて学
び、ハロウィーンをテーマにしたビンゴをしました。
素晴らしい学習体験であり、とても楽しかったと思
います。
　それから、ハロウィーンの後に小さな休日もあり
ました。�11 月の初めの３連休、11 月２日から４日
まで、みなさんは連休を楽しみましたか？私は友
達に会いに東京に行きました。川崎の「あなたの
ウェアハウス」（アミューズメント施設）に行くな
ど、多くのことをしました。「あなたのウェアハウ
ス」は、香港の旧九龍城壁都市をもとにつくられて
います。ウェアハウスは、探検すると本当にクール
でした！　残念ながら、　11 月後半に閉鎖されます。
　アーケードは今でも日本ではポピュラーなもので
すが、カナダではあまり見かけません。母国に帰っ
てもアーケードを訪れたいので、カナダでもっと人
気があったらいいのにと思います。私はマリオカー
トのゲームやクレーンゲームをするのが好きです。
カナダでも、もっと人気が出るかもしれません。で
はまた次回まで、嘉島町のみなさん！

（11 月 19 日作成）

楽しいハロウィーン！

Happy Halloween!

こ
れ
で
決
ま
り
！　

ビ
ク
ト
リ
ア
朝

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
は
い
か
が
？

イングリッシュキャンプのブースから
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岩
永　

ミ
エ
子（

上
島
）

森
嶋　

眞
弓
さ
ん
（
滝
河
原
）

ふ
さ
ふ
さ
と
少
し
く
せ
毛
の
母
の
髪
細
く
て
黒
く
涼
し
我
が
髪	

大
塚
シ
ズ
子

枕
へ
と
差
す
月
明
か
り
新
涼
の
こ
よ
い
こ
こ
ち
良
く
月
に
吸
い
込
ま
る	

川
原
　
涼
子

か
す
か
な
る
音
の
さ
び
し
き
こ
と
も
な
く
大
豆
畑
の
枯
葉
散
り
ゆ
く	

北
澤
喜
美
子	

夏
草
の
繁
れ
る
中
に
見
覚
え
の
あ
る
移
植
ご
て
錆
び
て
転
が
る	

工
藤
　
明
子

音
立
て
て
幾
台
も
行
く
コ
ン
バ
イ
ン
台
風
来
る
と
テ
レ
ビ
告
げ
れ
ば	

栗
﨑
　
廉
子

張
り
が
出
て
四
角
い
形
保
ち
お
り
布
団
カ
バ
ー
の
糊
づ
き
が
よ
し	

境
　
　
益
代

活
け
花
に
ひ
そ
み
て
一
夜
を
過
ご
せ
し
か
バ
ッ
タ
飛
び
出
す
水
を
替
へ
れ
ば	

津
出
ト
ヨ
子

土
な
か
を
指
で
掻
き
分
け
茗
荷
採
る
花
咲
く
前
の
固
さ
求
め
て	

冨
永
　
照
代

里
山
の
美
し
き
人
頷
け
ば
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
ほ
と
ば
し
り
た
る	

林
　
ひ
ろ
み

目
の
粗
い
手
編
み
の
ベ
ス
ト
暖
か
し
カ
ギ
針
動
か
し
い
し
母
の
指	

橋
本
ユ
キ
子

白
和
え
に
わ
ず
か
な
苦
み
添
え
て
お
り
夏
の
名
残
り
の
小
振
り
の
ゴ
ー
ヤ	

本
住
　
晴
美

無
花
果
と
花
梨
の
木
だ
け
が
実
り
お
り
更
地
に
な
っ
た
裏
庭
あ
た
り	

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

かしまの文化

絵手紙 ちぎり絵

「
寒
梅
」

木村　啓子さん（鯰）
「大人になりました」
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11月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日� ・田嶋副知事来庁　・庁内常会、課長会議
� ・熊本県暴力追放県民大会　・�嘉島中学校来庁応対
� ・プレシード創業30周年記念祝賀会
２日� ・くまもと物産フェア開会式
３日� ・町文化祭　・町功労者表彰式
� ・味覚のイベント
４日� ・スペシャルオリンピックス日本・熊本地区大会閉会式
８日� ・�上益城消防組合来庁応対　・熊本県土地改良事業

連合会来庁応対
� ・上益城郡議員研修会
９日� ・消防団非常呼集訓練
10日� ・ジョイフルスポーツかしま2019
11日� ・課長会議　・全国農業農村整備の集い
13日� ・九州地方国道整備促進総決起大会
� ・町村議会議長全国大会
� ・下水道事業促進全国大会
14日� ・大嘗宮の儀
15日� ・県道路整備課来庁応対
� ・熊本日日新聞社来庁応対
� ・嘉島中学校来庁応対
� ・�NPO法人健康生活応援くまもとプロジェクト来庁

応対
16日� ・社会福祉法人慈愛園創立100周年記念式典
17日� ・ふるさと発見ふれあいウオーキング
18日� ・大饗の儀
� ・まち・ひと・しごと創生担当大臣との意見交換会
19日� ・自衛隊来庁応対
� ・熊本県法人会連合会来庁応対
� ・熊本県町村会来庁応対
� ・糸田堰土地改良区理事長来庁応対
� ・町特別職報酬等審議会
20日� ・課長会議
21日� ・熊本県観光連盟理事会
� ・国土交通省来庁応対　・町子ども議会

22日� ・時事通信社来庁応対　・嘉島交番連絡協議会
� ・熊本県優良住宅協会理事長来庁応対
23日� ・上、下益城郡町県職員親善野球大会
� ・井寺老人の集い
� ・�熊本県サッカー協会2019年度祝賀会および功労者

表彰式
26日� ・全国町村会正副会長会、理事会
� ・「町村の振興を考える会」意見交換会
27日� ・全国町村長大会
28日� ・全国山村振興連盟通常総会
� ・群馬県町村会100周年記念式典
29日� ・熊本城ホール開業記念式典
� ・主要地方道小川嘉島線道路整備促進要望活動
� ・一般国道266号三角・嘉島間整備促進要望活動
� ・�2019女子ハンドボール世界選手権大会スローオフ

レセプション
30日� ・町イチ！　村イチ！2019

　

月
日
の
移
ろ
い
は
早
く
、
今
年
も
師
走
に
入
り
、

近
づ
く
新
た
な
年
の
足
音
が
次
第
に
大
き
く
な
っ

て
い
く
よ
う
で
す
。
国
の
来
年
度
予
算
編
成
に
向

け
た
地
方
か
ら
の
要
望
も
熱
を
帯
び
ま
す
。

　

全
国
町
村
会
長
と
し
て
先
ご
ろ
安
倍
首
相
ら
と

の
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
臨
み
、
内
閣
府

で
の
衛
藤
昂
一
少
子
化
対
策
担
当
相
ら
と
の
討
議

で
は
全
国
知
事
会
長
の
飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知
事
ら

と
共
に
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
を
巡
っ
て
や

り
取
り
。

　

と
り
わ
け
国
、
地
方
で
腐
心
さ
れ
て
い
る
の
は

今
年
、
全
国
で
相
次
い
だ
台
風
、
大
雨
の
被
災
者

支
援
策
で
す
。

　
「
日
常
を
取
り
戻
し
た
い
」

　

被
災
し
た
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
切
実
な
願
い

が
３
年
前
の
震
災
の
折
に
ダ
ブ
り
ま
す
。

　

こ
の
秋
、
私
た
ち
の
水
の
郷
（
さ
と
）
で
は
文

写
真
上
は
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
参
加
者

に
エ
ー
ル
を
送
る
荒
木
町
長
。
写
真
右
は

文
化
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
の
祝
辞

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

福
永
ツ
ヤ
子　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡
忠
則　

様

　

宮
本　

銻
子　

様
（
北
甘
木
）

　
　
　

亡
靖
彌　

様

　

中
川　

国
利　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡
ツ
ヤ
コ　

様

11
月
15
日
現
在

意

輪

化
祭
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
に
集
わ
れ
た
皆
さ

ん
の
弾
け
る
よ
う
な
笑
顔
に
出
会
え
ま
し
た
。
あ

り
が
た
い
日
常
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

（
12
月
２
日
）

町子ども議会で町の現状など説明する荒木町長
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発行日　令和元年12月13日

嘉島町の人口動態
令和元年11月30日現在

（前月比）

人   口 9,527 人　

　男　　 4,640 人　

　女　　 4,887 人

世帯数　 3,663 世帯　（＋ 2）

― 28 ―

　
早
い
も
の
で
師
走
で
す
ね
。
広
報

担
当
に
な
り
、「
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
見

て
る
よ
〜
」
と
言
う
お
声
を
か
け
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん

な
取
り
留
め
の
な
い
話
で
い
い
の
だ

ろ
う
か
と
思
い
つ
つ
、
は
や
45
回
。

読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に

感
謝
で
す
。

　
今
年
も
一
年
、
広
報
か
し
ま
を
お

読
み
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　（
宮
）

　（－ 5）

　（－ 8）

　（－13）

　
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
に
ち

な
む
嘉
島
町
消
防
団
の
非
常
呼
集

訓
練
が
11
月
９
日
、
高
田
み
ん
な

の
広
場
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
６
時
30
分
、
防
災
行
政
無

線
で
訓
練
開
始
が
放
送
さ
れ
、
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
積
載
車
が

次
々
と
到
着
。
集
結
し
た
団
員
ら

は
真
剣
な
表
情
で
本
番
さ
な
が
ら

の
訓
練
。
さ
ら
に
荒
木
町
長
か
ら

激
励
を
受
け
、
町
内
一
円
の
水
利

査
察
と
防
火
パ
レ
ー
ド
に
出
動
し
、

火
の
用
心
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し

た
。 火

の
用
心
　
忘
れ
ず
に

☎
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水
上
　
瑛
太（
え
い
た
）
さ
ん
　
６
歳

　
　
　
莉
桜（
り
お
）
ち
ゃ
ん
　
４
歳

♪わが家のアイドル！　仲良く元気いっぱいです。

　　　姫菜（ひめな）ちゃん

西川　力斗（りきと）さん　８歳
　　　勇吾（ゆうご）くん　３歳

平成31年４月19日生

日本画

ご両親：西川　健太郎さん、亜衣美さん（西村）

♡けんかもするけど、とっても
仲良し！

ご両親：水上　優一さん、美弥さん（上六嘉）

「花しょうぶ」
浦本　陽向さん（嘉島西小５年）

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン


